
1
2003

8
No.0007

特集

施政方針と予算の概要
皆さんの広報紙が変わりました
ふるさと探訪「卑弥呼に贈った魏王の鏡」
環境審議会委員などの募集
市医療公社職員の募集
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1 人 輝く都市
まち

周南市の建設
2 共創・共生・協働の市政の実現
3 打てば響く行政の確立

市政運営の基本的な考え方

施政方針私
は
以
前
か
ら
、こ
の
ま
ち
の
明
る
い
未

来
を
力
強
く
切
り
開
く
担
い
手
は
「
人
」

で
あ
り
、人
が
元
気
で
輝
い
て
こ
そ
、ま
ち

が
輝
く
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
周
南
市
を
舞
台
に
、多
く
の
人
々

が
集
い
、交
流
し
、「
職
」・「
住
」・「
遊
」・

「
学
」
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
が
自
由
に
展
開
さ
れ
る

ま
ち
、そ
し
て
、市
民
一
人
ひ
と
り
が
自

己
実
現
を
図
り
、い
き
い
き
と
輝
く
こ
と

が
で
き
る
ま
ち
を
作
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

そ
の
先
駆
け
と
し
て
、徳
山
駅
ビ
ル
に

整
備
を
し
た
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
は
、す
で
に
約
２
０
０
も
の
市
民
活
動

団
体
の
皆
様
が
、さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活

動
し
て
お
ら
れ
ま
す
が
、今
後
も
、こ
の
よ

う
な
市
民
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
支
援

体
制
の
充
実
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、だ
れ

も
が
生
き
が
い
に
満
ち
た
生
活
を
送
る
た

め
に
は
、教
育
や
福
祉
の
一
層
の
充
実
が

不
可
欠
で
す
。

こ
の
た
め
、市
民
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
新

し
い
知
識
や
技
術
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

生
涯
学
習
の
環
境
づ
く
り
や
、本
市
の
未

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
心
豊
か
に
た

く
ま
し
く
成
長
で
き
る
よ
う
、学
校
、家

庭
、地
域
社
会
が
一
体
と
な
っ
て
子
ど
も

を
育
む
教
育
環
境
の
整
備
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

ま
た
子
育
て
に
対
す
る
支
援
の
拡
充

を
図
る
と
と
も
に
、介
護
老
人
保
健
施
設

の
整
備
や
介
護
予
防
・
生
活
支
援
事
業
の

人

輝
く

都
市

周
南
市
の
建
設

市
民
一
人
ひ
と
り
が
輝
く
ま
ち
づ
く
り

158,000人が輝ける
まちづくりに向けて

合
併
し
て
初
め
て
の
定
例
会
に
な
る
６
月
定
例
市

議
会
が
開
催
さ
れ
、初
日
、河
村
和
登
市
長
は
平
成

15
年
度
の
施
政
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。

今
回
は
、そ
の
施
政
方
針
と
平
成
15
年
度
予
算
の

概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
15
年
度

施
政
方
針
と
予
算
の
概
要

ま
ち
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周南市最初の予算となる今回の予

算編成では、新市建設計画の基本方針

を踏まえ、合併後の市民サービスに支

障をきたすことのないよう、また市民

の一体感の醸成および市民サービス

の一体性を図ることを基本に、編成を

行いました。

予算編成の基本的な考え方

予算概要会計別の予算額

充
実
を
図
る
な
ど
、生
き
が
い
に
満
ち
た

生
涯
を
送
る
た
め
の
教
育
・
福
祉
施
策
の

充
実
に
努
め
ま
す
。

本
地
域
は
、こ
の
た
び
、「
環
境
対
応
型

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
特
区
」
の
認
定
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。さ
ら
に
、徳
山
下
松

港
が
、リ
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト（
総
合
静
脈
物

流
拠
点
港
）の
指
定
を
受
け
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、今
後
、港
湾
、道
路
な
ど
の
産
業
基

盤
の
整
備
や
企
業
誘
致
に
積
極
的
に
取

り
組
む
こ
と
で
、既
存
企
業
の
国
際
競
争

力
の
強
化
や
環
境
産
業
を
は
じ
め
、新
た

な
産
業
の
創
出
な
ど
に
よ
る
、地
域
経
済

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
も
の
と
大
い
に
期

待
を
し
て
い
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援
や
起
業
家

支
援
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、活
力
あ
る

新
規
事
業
者
を
育
成
、支
援
す
る
こ
と
に

よ
り
、い
き
い
き
と
し
た
事
業
活
動
が
多

彩
に
展
開
さ
れ
る
元
気
な
産
業
都
市
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

新
市
誕
生
を
機
に
、こ
れ
ま
で
以
上
に

多
く
の
人
々
が
集
い
、交
流
す
る
た
め
の

ス
テ
ー
ジ
と
し
て
、港
や
駅
、既
存
の
商
業

集
積
な
ど
を
生
か
し
な
が
ら
、都
市
機
能

や
産
業
が
高
度
に
集
積
し
た
拠
点
性
の

高
い
中
心
市
街
地
の
形
成
を
図
り
ま
す
。

特
に
、本
市
の
玄
関
口
で
あ
る
徳
山
駅

周
辺
に
関
し
て
は
、10
月
か
ら
、地
域
の
長

年
の
願
い
で
あ
っ
た
新
幹
線
「
の
ぞ
み
」
の

停
車
が
い
よ
い
よ
実
現
す
る
運
び
と
な
り

ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、「
の
ぞ
み
の
と
ま
る

ま
ち
」
と
し
て
の
本
市
の
大
き
な
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
と
交
流
人
口
の
拡
大
が
図
ら
れ

る
も
の
と
期
待
を
し
て
お
り
、こ
れ
に
ふ

さ
わ
し
い
整
備
に
つ
い
て
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
を
設
置
し
、重
点
的
に
取
り
組
む
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

合
併
に
よ
り
市
域
が
広
が
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、一
体
性
の
確
保
を
図
る
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、各
地
区
に
お
い
て
、そ
の
特

性
を
生
か
し
な
が
ら
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
機

能
や
交
流
機
能
の
充
実
、さ
ら
に
は
、保

健
、福
祉
、医
療
な
ど
の
拠
点
施
設
の
整

一
体
性
の
確
保

拠
点
性
の
向
上

元
気
な
産
業
都
市
づ
く
り

区分 予算額 構成比
一般会計 616億4,164万8千円 37.7％
特別会計 935億4,618万7千円 57.3％
国民健康保険 131億5,566万9千円 8.0％
国民健康保険鹿野診療所 1億5,232万7千円 0.1％
老人保健 166億584万4千円 10.2％
介護保険 80億354万8千円 4.9％
競艇事業 450億4,586万0千円 27.6％
交通災害共済事業 1億1,364万9千円 0.1％
簡易水道事業 2億3,834万1千円 0.1％
地方卸売市場事業 6億5,333万6千円 0.4％
国民宿舎 1億3,857万2千円 0.1％
下水道事業 72億4,731万7千円 4.4％
農業集落排水事業 5億8,572万9千円 0.4％
漁業集落排水事業 1,726万1千円 0.0％
駐車場事業 1億1万1千円 0.1％
住宅新築資金等貸付事業 6,928万5千円 0.0％
同和福祉援護資金貸付事業 7,605万1千円 0.0％
公共用地先行取得事業 8,632万4千円 0.1％
徳山第６号埋立地清算事業 9,599万8千円 0.1％
介護老人保健施設建設事業 11億6,106万5千円 0.7％

水道事業会計 53億7,975万8千円 3.3％
病院事業会計 27億9,946万6千円 1.7％
合計 1,633億6,705万9千円 100.0％

1,633億6,705万9千円

15年度
予算総額

施政方針と
予算の概要
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歳入 

市税市税（40.3％） 
248億4,807万8千円 

市債（14.6％） 
90億594万円 

地方交付税（9.7％） 
59億8,900万円 

国庫支出金（9.5％） 
58億7,149万9千円 

諸収入（8.1％） 
50億1,486万2千円 

県支出金（6.3％） 
39億1,148万6千円 

地方消費税交付金（2.7％） 
16億3,600万円 

その他（8.8％）53億6,478万3千円 

市税（40.3％） 
248億4,807万8千円 市税は、個人市民税54億8,579万円、法人市民税

20億8,187万円、純固定資産税143億4,486万円な

どを見込んでいます。

地方交付税には、特別交付税における合併支援措

置が含まれています。

国庫支出金と県支出金には、国の合併市町村補

助金4億2,710万円と県の広域市町村合併支援特

別交付金1億730万円が含まれています。

市債には、臨時財政対策債33億1,640万円と合併

特例債19億6,450万円を含んでいます。

特別交付税は、新しいまちづくりの財政需要を包括

的に措置するもので3億8,170万円を見込んでいます。

国の合併市町村補助金は、合併市町村において

統一的に業務を行うために必要な事業や、住民への

行政サービスの水準の確保・強化のための事業など

に対して交付され、4億2,710万円を見込んでいます。

合併特例債は、合併後の一体性の速やかな確立

や均衡ある発展のために行う公共的施設の整備事

業、また合併市町村の建設を総合的・効果的に推進

するために行う公共的施設の統合整備事業に充当さ

れ、19億6,450万円を見込んでいます。

県の広域市町村合併支援特別交付金は、合併市

町村が行う市町村建設計画に係る事業の経費に対

して交付され、1億730万円を見込んでいます。

616億4,164万8千円

合併に対する支援措置（本年度分）

歳入のポイント

備
を
進
め
る
と
と
も
に
、人
、モ
ノ
、情
報

の
交
流
を
促
進
す
る
た
め
の
道
路
網
の
整

備
や
公
共
交
通
網
の
整
備
を
は
じ
め
、市

域
内
に
お
け
る
情
報
化
と
行
政
情
報
な

ど
の
共
有
化
の
推
進
、さ
ら
に
は
高
速
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
整
備
を
図
る
た
め
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
な
ど
の
情
報
通
信
基
盤

の
整
備
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

本
市
が
、今
後
、大
き
な
飛
躍
と
発
展

を
遂
げ
る
た
め
の
原
動
力
は
、ま
さ
に
市

民
一
人
ひ
と
り
で
す
。

こ
う
し
た
考
え
の
も
と
、私
は
、市
民

と「
共
に
創
り
」、「
共
に
生
活
し
」、「
共
に

汗
を
流
す
」、そ
の
よ
う
な
市
政
を
実
現

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
ず
、市
政
へ
の
市
民
参
画
の
ル
ー
ル
づ

く
り
や
協
働
の
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
る
な
ど
、市
民
と
行
政
と
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
市
民
参
画
の
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
市
民
参
画
の
原
点
は
、「
市
民
と

の
対
話
」
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、市
政

に
対
す
る
市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
広
く

反
映
さ
せ
る
た
め
、各
地
域
で
の
タ
ウ
ン
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
の
実
施
な
ど
に
よ
り
、多
様
な

形
で
市
民
の
皆
様
と
の
対
話
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、市
政
に
関
す
る
情
報
を
適

切
に
公
開
し
、市
民
と
共
有
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、情
報
公
開

制
度
の
充
実
や
個
人
情
報
保
護
条
例
の

制
定
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

一
方
、市
民
と
行
政
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
と
と
も
に
、市
民
相
互
が
共
に
支

え
合
う
地
域
社
会
の
実
現
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

女
性
も
男
性
も
、互
い
に
対
等
な
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
支
え
合
う
、男
女
共
同
参

画
社
会
の
実
現
に
向
け
た
条
例
の
制
定

や
、将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
地
域
で

育
む
体
制
づ
く
り
、さ
ら
に
は
、高
齢
者
の

生
活
を
地
域
で
支
え
る
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

確
立
な
ど
、共
に
支
え
合
い
、心
の
通
い
合

う
地
域
社
会
の
実
現
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

共
創
・
共
生
・
協
働
の

市
政
の
実
現

一般会計歳入予算額
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民生費民生費（22.5％） 
138億4,504万4千円 

土木費土木費（16.3％） 
100億6,262万5千円 

公債費（11.4％） 
70億4,831万8千円 

衛生費（10.6％） 
65億6,472万9千円 

教育費（9.2％） 
56億8,098万8千円 

消防費（5.1％） 
31億4,599万4千円 

商工費（4.3％） 
26億5,416万1千円 

農林水産業費（3.9％）24億77万9千円 

その他（2.9％）17億1,088万9千円 

総務費総務費（13.8％） 
85億2,812万1千円 

歳出 
（目的別） 

民生費（22.5％） 
138億4,504万4千円 

土木費（16.3％） 
100億6,262万5千円 

総務費（13.8％） 
85億2,812万1千円 

人件費（21.2％） 
130億4,779万1千円 

建設事業費（15.5％） 
95億6,372万円 

繰出金（13.0％） 
79億8,889万8千円 物件費（12.4％） 

76億6,106万9千円 

公債費（11.4％） 
70億4,831万8千円 

扶助費（11.4％） 
70億2,145万円 

補助費等（9.3％） 
57億300万6千円 

貸付金（2.6％） 
16億3,048万3千円 

その他（3.2％） 
19億7,691万3千円 

歳出 
（性質別） 

総務費には、周辺地域の情報の格差是正と情報
化の推進を図るためケーブルテレビのサービスエリア
を拡張する費用や、新市の行政事務の効率化のため
電算システムの統合を進める経費が含まれています。
民生費では、合併に伴い制度を統一した事業につ

いて、その必要額を計上しています。
衛生費は、環境循環型社会の推進や、適正な廃棄

物処理の推進を図る経費を中心に計上しています。
商工費では、市民の一体感を醸成するために、各種

イベントの経費などを計上しています。
土木費では、都市基盤の整備を行い健全な市街地

を形成するため、土地区画整理事業の事業費などを
計上しています。
消防費には、市内の消防無線の不感地帯を解消

するため、中継基地を設置する経費が含まれています。
教育費は、小学校35校1分校、中学校18校、公立

幼稚園14園の管理運営や社会教育、保健体育に要
する経費を計上しています。

616億4,164万8千円

歳出のポイント

今
日
の
情
報
化
、国
際
化
、少
子
高
齢

化
、あ
る
い
は
環
境
問
題
な
ど
、め
ま
ぐ
る

し
く
社
会
経
済
情
勢
が
変
化
す
る
中
で
、

時
代
の
要
請
に
こ
た
え
、迅
速
な
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
は
、

職
員
の
意
識
改
革
や
政
策
立
案
能
力
の

向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、多
様
化
す
る

行
政
課
題
に
対
応
で
き
る
行
政
シ
ス
テ
ム

の
確
立
が
必
要
で
す
。

あ
わ
せ
て
、大
変
厳
し
い
財
政
状
況
に

あ
る
こ
と
か
ら
、行
政
に
も
経
営
感
覚
を

導
入
し
、効
果
的
か
つ
効
率
的
な
行
財
政

運
営
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

そ
の
た
め
、コ
ス
ト
意
識
と
費
用
対
効

果
な
ど
を
踏
ま
え
、従
来
の「
自
治
体
運

営
」を
一
歩
推
し
進
め
た「
自
治
体
経
営
」

の
観
点
か
ら
、重
要
施
策
や
事
業
に
関
す

る
協
議
、決
定
を
行
う「
行
政
経
営
会
議
」

を
す
で
に
設
置
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
行
政
改
革
推
進
室
を
中
心
に
、行

政
改
革
大
綱
の
策
定
な
ど
を
進
め
、強
い

意
志
を
持
っ
て
、行
財
政
改
革
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

そ
し
て
、市
民
福
祉
の
向
上
を
目
的
と

し
た
総
合
的
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
業
と
し

て
、的
確
、迅
速
か
つ
柔
軟
に
対
応
で
き
る

「
打
て
ば
響
く
行
政
」
の
確
立
を
目
指
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

施
政
方
針
の
全
文
を
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
ア
ド
レ
ス
は
裏
表
紙
に
記
載
し
て
い

ま
す
。

打
て
ば
響
く

行
政
の
確
立

一般会計歳出予算額

市民1人あたりの
一般会計予算額は 38万9,871円

施政方針と
予算の概要
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都市の顔が見えるまち
◎ＪＲ徳山駅周辺整備調査 420万円

街なかふれあいバス運営費補助 1,050万円

快適で安全な都市基盤が整備されたまち
◎大津島フェリー新船建造費補助 3,000万円

◎地方バス路線維持対策補助 8,057万円

久米中央土地区画整理事業 6億9,990万円

富田西部第１土地区画整理事業 4億9,182万円

熊毛中央土地区画整理事業 2億9,392万円

街路整備事業（北部９号線ほか）

公営住宅建設事業（高尾、周南第１、八代） 6億435万円

◎公共下水道・特定環境保全下水道建設 14億8,025万円

◎農業集落排水施設建設（八代地区） 4億2,014万円

鶴見台街区公園整備事業 8,500万円

◎水道事業会計に対する補助 4億7,387万円

高度情報化が進んだまち
◎ケーブルテレビのサービスエリア拡張 5億3,980万円

◎電算システム統合事業 4億1,478万円

パートナーシップでまちづくりに取り組むまち
周南市誕生に伴う開市式・記念行事開催 2,151万円

まちづくり総合計画策定 1,233万円

地域審議会開催 105万円

ＣＡＡ（市民と行政の連合）事業 85万円

（市の重要課題について、市民と行政が意見交換

や議論を行うＣＡＡを設置）

◎周南市誕生記念イベント開催 1,477万円

◎ふるさとづくり事業（各地区でイベント開催) 652万円

快適で彩りあふれる
まちづくりプラン1

国道2号 

 

石船温泉老人憩いの家改修事業 

農業集落排水施設建設 
（八代地区） 

一般廃棄物最終処分場建設事業 

鶴保護対策事業 

高水近隣公園建設事業 

鶴見台街区公園整備事業 

熊毛中央土地区画整理事業 

久米中央土地区画整理事業 

粭・大島漁港機能高度化事業 

大津島フェリー新船建造費補助 

東善寺やすらぎの里運営事業 

地域資源活用促進施設建設事業 
（仮称／里山未来パークの建設） 

主
要
施
策
と

主
な
事
業

●
1
〜
5
お
よ
び
色
の
付
い
た
項
目
は
主
要
施
策

●
主
な
事
業
の
内
、◎
の
付
い
た
も
の
は
、リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

【
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
】

新
市
建
設
計
画
の
中
で
、新
市
の
速
や
か
な
建
設
と
そ
の
発
展
を
誘
導
す
る
事
業
と
し

て
位
置
付
け
ら
れ
た
も
の
で
、戦
略
的
・
重
点
的
に
実
施
し
ま
す
。
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文化や芸術を楽しめるまち
◎山田家本屋移転復元事業 5,613万円

◎鶴保護対策事業 2,060万円

多様な学習機会のある生涯学習のまち
地域参画型公民館管理運営事業 1,865万円

スポーツ・レクリエーションに親しめるまち
市民レクリエーション行事開催事業 475万円

国際交流の活発なまち
◎姉妹都市交流の推進 482万円

みずとみどりに恵まれたまち
地域資源活用促進施設建設事業 2億7,485万円

（仮称:里山未来パークの建設）

永源山公園建設事業 3,054万円

高水近隣公園建設事業 1億1,916万円

ゆとりとうるおいに満ちた
まちづくりプラン2

あらゆる人の人権が尊重されるまち
人権対策啓発事業 475万円

人権教育推進事業 2,612万円

高齢者・障害者等がいきいきと生活するまち
◎超低床ノンステップバス導入補助 106万円

知的障害者デイサービスセンター建設事業 9,986万円

◎配食サービス事業 1億1,648万円

◎石船温泉老人憩いの家改修事業 1億400万円

介護老人保健施設建設事業 11億1,425万円

女性がいきいきと活動するまち
◎ファミリーサポートセンター運営事業 957万円

子どもが健やかに育つまち
◎母子（父子）家庭等医療費助成 7,897万円

◎乳幼児医療費助成事業 2億9,559万円

楽しい学び舎づくり事業 1,945万円

（小学校１・２学年に補助教員などを配置）

徳山小学校屋体・プール建設事業 1億7,694万円

医療・救急体制の充実したまち
高規格救急車購入 1,797万円

災害に強く安全なまち
老朽化した危険ため池の整備 6,071万円

非常通信施設整備 9億6,493万円

環境にやさしいまち
◎地域省エネルギービジョン策定事業 790万円

◎一般廃棄物処理基本計画策定 865万円

一般廃棄物最終処分場建設事業 6億6,097万円

再資源化対策事業 625万円

国
道
3
1
5
号
 

国道376号 

徳山小学校屋体・プール建設事業 

街なかふれあいバス運営費補助 

JR徳山駅周辺整備事業 

永源山公園建設事業 

介護老人保健施設建設事業 

富田西部第１土地区画整理事業 

山田家本屋移転復元事業 

中の川護岸整備事業 

福川漁港建設事業 

福川漁港利用調整事業 

N７号埋立事業 

知的障害者デイサービス 
センター建設事業 

［目で見る主な事業］

施政方針と
予算の概要

人と地球にやさしい
まちづくりプラン3
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生活基盤の充実したまち
◎N７号埋立事業 1億1,230万円

産業活動の活発なまち
中小企業金融対策事業 12億4,284万円

産業活性化推進事業 2億2,714万円

（中心市街地事業所誘致事業補助金など）

商店街活性化対策事業 1,341万円

地域特性を生かした農林水産業の盛んなまち
中山間地域の農地保全の推進 4,735万円

粭・大島漁港機能高度化事業 5,051万円

中の川護岸整備事業 5,001万円

福川漁港建設事業 2億4,723万円

福川漁港利用調整事業 7,000万円

観光産業の盛んなまち
観光行事の開催など 3,816万円

東善寺やすらぎの里運営事業 3,214万円

政策形成能力の向上
職員研修の充実 1,307万円

行財政の効果的・効率的運営
行政改革の推進 30万円

住民参加の促進
地域審議会開催（再掲） 105万円

CAA事業（再掲） 85万円

未来を拓く
まちづくりプラン4計画の推進にあたって5

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
拡
張

■
「
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
」
と
は

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
は
、各
家
庭
と
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
局
を
通
信
ケ
ー
ブ
ル
で
結
び
、従

来
の
テ
レ
ビ
放
送
の
ほ
か
、多
彩
な
チ
ャ
ン

ネ
ル
を
鮮
明
な
画
像
で
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、自
主
制
作
番
組
を
放
送
す

る
テ
レ
ビ
局
も
多
く
、地
域
情
報
の
発
信

源
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
回
線
を
利
用
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接

続
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
者
も
増

え
、高
速
大
容
量
の
通
信
が
可
能
な
こ
と

か
ら
、地
域
の
情
報
通
信
基
盤
と
し
て
の

役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。

■
新
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

市
で
は
、こ
う
し
た
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の

機
能
を
活
用
し
て
市
政
情
報
を
発
信
し

て
い
く
と
と
も
に
、市
内
の
山
間
部
に
も

高
速
大
容
量
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
を

整
備
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
、新
市
建
設

計
画
で
も
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
エ
リ
ア
拡
張

を
最
優
先
で
実
施
す
べ
き
事
業
の
ひ
と
つ

に
掲
げ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、周
南
市
が
出
資

し
て
い
る
第
三
セ
ク
タ
ー
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
事
業
者
が
エ
リ
ア
拡
張
を
行
う
場
合
、

事
業
費
の
一
部
を
補
助
し
て
早
期
整
備

を
促
進
し
、未
整
備
地
域
の
解
消
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

■
平
成
15
年
度
の
整
備
地
域

鹿
野
、須
金（
中
須
の
一
部
を
含
む
）、鼓

南
、八
代
、高
水
の
一
部
、呼
坂
の
一
部

■
整
備
事
業
者

鹿
野
、須
金
、鼓
南
は
「（
株
）シ
テ
ィ
ー
ケ

ー
ブ
ル
周
南
」。
八
代
、高
水
、呼
坂
は「
Ｋ

ビ
ジ
ョ
ン（
株
）」

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
整
備
は
、国
や
県
の

補
助
が
受
け
ら
れ
る「
新
世
代
地
域
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設
整
備
事
業
」
に
よ
り
実

施
さ
れ
、本
年
度
の
予
算
は
５
億
３
９
８

０
万
円
で
す
。

世界最先端のＩＴ（情報通信技術）国家を目指す「e-japan戦
略」に基づき、わが国がＩＴ国家として高度に発展していくために、
2005年度までに高速・超高速のインターネット網を全国に整備
するという構想です。都市部では民間事業者による整備も進ん
できていますが、山間部など人口密度の低い地域については民
間事業者による整備が望めないため、本市では、ケーブルテレビ
の整備を支援することによって、こうした地域の高速インターネッ
ト環境を確保することにしています。

全国ブロードバンド構想

pick up
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保
以
外
の
人
を
対
象
に
、１
術
１
件
７
６

０
円
、併
術
１
件
９
２
０
円

■
児
童
福
祉
関
係

○
児
童
ク
ラ
ブ
事
業
／
保
育
料
１
人
月

額
２
０
０
０
円

○
保
育
料（
公
・
私
立
）／
２
子
以
上
入

園
し
て
い
る
場
合
、１
子
以
外
無
料

○
乳
幼
児
医
療
費
助
成
／
所
得
制
限
撤

廃（
診
療
の
内
容
に
よ
り
一
部
所
得
制
限
あ
り
）

■
災
害
援
護
関
係

○
小
災
害
罹
災
者
援
護
／
死
亡
弔
慰
金

は
１
人
に
つ
き
10
万
円
、見
舞
金
は
住
家

の
場
合
の
み
１
世
帯
に
つ
き
、全
焼
・
全
壊

５
万
円
、半
焼
・
半
壊
３
万
円

■
健
康
診
査
関
係

○
基
本
健
康
診
査
徴
収
金
／
個
別
は
１

５
０
０
円
、集
団
は
７
５
０
円

■
労
働
関
係

○
中
小
企
業
退
職
金
共
済
掛
金
補
助
／

月
額
１
０
０
０
円（
新
規
加
入
者
）

■
公
営
住
宅
関
係

○
公
営
住
宅
管
理
人
報
酬
／
５
０
０

円
＋
管
理
戸
数
×
80
円（
月
額
）

■
教
育
関
係

○
全
国
大
会
出
場
祝
金
／
個
人
５
０
０

０
円
、団
体
３
万
円
。
た
だ
し
、中
学
生
以

下
で
別
に
補
助
が
あ
る
場
合
は
、個
人
３

０
０
０
円
、団
体
１
万
円

■
国
民
健
康
保
険
関
係

○
人
間
ド
ッ
グ
助
成（
宿
泊
）／
本
人
負

担
１
割

■
障
害
者
福
祉
関
係

○
心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度
掛
金
助

成
／
納
付
し
た
掛
金（
２
口
ま
で
）の
２
分

の
１
を
助
成

○
重
度
心
身
障
害
者
福
祉
手
当
／
月
額

１
０
０
０
円

○
重
度
心
身
障
害
児
福
祉
手
当
／
身
障

１
・
２
級
ま
た
は
Ｉ
Ｑ
35
以
下
は
月
額
４

２
０
０
円
、身
障
３
級
ま
た
は
Ｉ
Ｑ
36
〜

50
は
月
額
２
５
０
０
円

○
福
祉
タ
ク
シ
ー
／
肢
体
不
自
由
３
級

以
上
、視
覚
障
害
２
級
以
上
、内
部
障
害

１
級
、療
育
手
帳
Ａ
の
人
は
年
間
48
枚
以

内（
じ
ん
臓
機
能
障
害
の
た
め
、週
２
回
以
上

通
院
透
析
を
受
け
て
い
る
人
で
医
者
が
必
要
と

認
め
る
場
合
は
、48
枚
以
内
で
追
加
）

■
老
人
福
祉
関
係

○
敬
老
祝
金
／
市
内
に
１
年
以
上
居
住

の
満
75
歳
以
上
に
一
律
１
人
５
０
０
０
円

○
寝
た
き
り
老
人
介
護
見
舞
金
支
給
事

業
／
年
額
３
万
円（
年
齢
要
件
な
ど
あ
り
）

○
寝
た
き
り
老
人
紙
お
む
つ
給
付
事

業
／
要
介
護
４
ま
た
は
５
は
月
額
４
０
０

０
円
相
当
、前
記
以
外
は
月
額
２
０
０
０

円
相
当
を
現
物
支
給

○
は
り
・
き
ゅ
う
施
術
費
助
成
／
市
内
に

３
か
月
以
上
居
住
の
満
70
歳
以
上
で
国

制
度
を
統
一
し
た
主
な
事
業

合
併
関
連
の
ポ
イ
ン
ト

施政方針と
予算の概要

［予算についての問合せ］
財政課10834―22―8237
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広
報
「
し
ゅ
う
な
ん
」で
は
、活
字
を
大

き
く
、本
文
の
書
体
も
太
く
見
や
す
い
も

の
に
、そ
し
て
行
間
を
あ
け
る
こ
と
で
、よ

り
読
み
や
す
く
な
る
よ
う
に
配
慮
し
ま
し

た
。行

政
の
情
報
を
、し
っ
か
り
と
お
知
ら

せ
し
、新
市
に
な
っ
た
こ
と
を
皆
さ
ん
に
実

感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
紙
面
に
、ま

た
「
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
作
っ
て
い

く
」、そ
う
し
た
親
し
め
る
広
報
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

周
南
市
民
と
し
て
の
一
体
感
を
推
進

し
て
い
く
た
め
に
、「
み
ん
な
の
広
場
」
を
、

４
ペ
ー
ジ
設
け
て
い
ま
す
。

「
み
ん
な
の
広
場
」
は
、で
き
る
だ
け
多

く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
登
場
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
、次
の
４
つ
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け

ま
し
た
。

●
ふ
ぉ
と
de
周
南

熊
毛
、徳
山
、鹿
野
、

新
南
陽
の
４
地
域
か
ら
１
つ
ず
つ
、地
域

で
開
か
れ
た
行
事
や
話
題
を
、写
真
を

中
心
に
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

●
ふ
る
さ
と
探
訪

市
内
に
あ
る
文
化

財
を
中
心
に
、さ
ま
ざ
ま
な
文
化
や
歴

史
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、で
き

周
南
市
が
誕
生
し
て
３
か
月
が
過
ぎ
、市
広
報
も
今

回
の
８
月
１
日
号
か
ら「
広
報
し
ゅ
う
な
ん
」
と
し
て
新

た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
変
更
し
た
内
容
を
、ご
紹
介
し
ま
す
。

で
き
る
だ
け
多
く
の
皆
さ
ん
に

登
場
し
て
も
ら
い
ま
す

よ
り
見
や
す
い
紙
面
で

し
っ
か
り
と
情
報
を
伝
え
ま
す

市
で
は
、市
が
出
資
す
る
第
三
セ
ク

タ
ー
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
あ
る
1
シ

テ
ィ
ー
ケ
ー
ブ
ル
周
南
と
Ｋ
ビ
ジ
ョ
ン

1
、お
よ
び
岐
北
テ
レ
ビ
を
使
っ
て
、市

政
情
報
を
提
供
す
る
番
組
「
周
南
市

市
政
だ
よ
り
」
を
放
映
し
て
い
ま
す
。

現
在
、第
三
セ
ク
タ
ー
の
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
に
含
ま
れ

て
い
な
い
地
域（
岐
北
テ
レ
ビ
の
受
信

地
域
を
除
き
ま
す
）で
は
、市
政
情
報

番
組
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
サ
ー

ビ
ス
エ
リ
ア
に
含
ま
れ
て
い
な
い
地
域

の
皆
さ
ん
に
、「
周
南
市
市
政
だ
よ
り
」

を
見
て
い
た
だ
く
た
め
に
、8
月
7
日

（
木
）か
ら
、拡
張
整
備
が
さ
れ
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
ま

で
の
間
、番
組
を
収
録
し
た
ビ
デ
オ
テ

ー
プ
を
、次
の
公
共
施
設
に
備
え
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
は
、常
時
、１
か
月
分

（
前
期
、後
期
の
2
本
）の
番
組
が
見
ら

皆
さ
ん
の
広
報

変
わ
り
ま
し
た
が

市政情報番組を
ビデオテープで
ご覧ください

お 便
り
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ま
た
皆
さ
ん
か
ら
の
質
問
な
ど
に
、お

答
え
す
る「
お
便
り
」の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け

て
い
ま
す
。

市
に
対
す
る
質
問
や
、広
報
の
特
集
記

事
な
ど
に
対
す
る
気
付
き
や
意
見
を
、気

軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

身
近
な
話
題
や
地
域
の
行
事
な
ど
、皆

さ
ん
か
ら
の
、ご
意
見
や
情
報
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

※
お
便
り
に
は
、必
ず
氏
名
、連
絡
先
を

ご
記
入
く
だ
さ
い
。

広
報
広
聴
課
へ
直
通
の
電
話
、フ
ァ
ッ
ク

ス
、Ｅ
メ
ー
ル
は
、裏
表
紙
に
記
載
し
て
い

ま
す
。

る
だ
け
詳
細
な
地
図
を
載
せ
る
こ
と

で
、皆
さ
ん
の
探
訪
に
も
、役
立
て
て
い

た
だ
き
ま
す
。

●
Ｓ
m
i
l
e
す
ま
い
る

紹
介
す
る

人
だ
け
で
な
く
、読
者
も
笑
顔
に
な
れ

る
よ
う
な
、元
気
を
発
信
し
て
い
る
人

を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

●
元
気
！
げ
ん
き
！
ゲ
ン
キ
！

元
気
は

つ
ら
つ
と
し
た
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
を
紹

介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

こ
れ
ま
で
の「
保
健
コ
ー
ナ
ー
」
を
「
す

こ
や
か
通
信
」
に
あ
ら
た
め
、健
康
相
談

な
ど
の
お
知
ら
せ
だ
け
で
な
く
、市
民
の

皆
さ
ん
の
健
康
増
進
に
役
立
つ「
ワ
ン
ポ
イ

ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
」
な
ど
の
情
報
を
満
載
し

て
い
き
ま
す
。

ま
た
「
う
ち
の
ピ
カ
リ
」
の
コ
ー
ナ
ー
で

は
、３
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
の
、元
気
な
笑

顔
を
紹
介
し
ま
す
。

１
日
号
の
裏
表
紙
に
は
、市
長
が
日
ご

ろ
感
じ
て
い
る
こ
と
や
、市
民
の
皆
さ
ん
に

お
伝
え
し
た
い
こ
と
な
ど
を
、語
り
か
け

る
「
こ
ん
に
ち
は
市
長
の
河
村
で
す
」の
コ

ー
ナ
ー
を
、新
設
し
ま
し
た
。

保
健
の
コ
ー
ナ
ー
を

よ
り
一
層
充
実
し
ま
し
た

広
報
に
関
す
る
お
便
り
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い

考えよう地球温暖化
夏の省エネ編

夏は、クーラーの使用などで、1年のうちでも、エネルギ

ーの使用量が最も多い季節です。

そこで、家庭の電気、ガス、水道などの使用量を把握し、

各家庭に適した手法で省エネを実践し、地球と家計を救

いましょう。

■冷房空調

強い日差しは、すだれなどで遮断しましょう。すだれは、

室外への設置で60％、室内への設置で30％の熱を遮断

します。

エアコンは扇風機と併用し（体表面の熱交換が効果的）、

室外機周辺の風通りを維持し、すだれ、打ち水などで室外

機周辺の温度を下げましょう。

■調理

炊飯ジャーや電気ポットの保温時間は短く、または停止

しましょう。

■給湯

風呂は、水を貯めた後、室温まで水温を上げてから沸か

しましょう。地下水や水道水は、気温より低いため、室温ま

で戻せば加熱量が、その分少なく済みます。

「省エネナビ」は、分単位で電気の使用量や料金の目

標達成度を表示し、現状の省エネ効果を把握するための

機器です。ゲーム感覚で取り組め、設置後20％の削減効

果が報告されています。例えば、電気代月１万円の家庭の

場合、年間約2万4千円の削減になります。

■設置の費用

費用は、メーカーや機種により異なり、定価2万円からで

す。機器の取り付けは、自分でできますから、数年で投資の

回収が可能です。

問合せ 環境政策課122―8324

「省エネナビ」を使って電気代を
節約しませんか

表示器

分電盤

測定器

れ
る
よ
う
に
備
え
付
け
て
い
き
ま
す
。

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

広
報
広
聴
課
1
22
―
8
2

3
2

地域 公共施設
徳山 粭島公民館、大島公民館

馬島公民館、須々万公民館

中須公民館、須金公民館

熊毛 鶴いこいの里交流センター

熊毛図書館

鹿野 鹿野総合支所、鹿野公民館

鹿野図書館

■ビデオテープを設置する施設

■機器の構成
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指先に神経を集中し、土の感触を確かめながら慎重に形を
整えていきます

ボランティアのお姉さんからアドバイスを受けながら、ビーズ
の作品作りに、熱中しました

土をこねながら
親子でふれあい

親
子
で
や
き
も
の
に
挑
戦
し
、ふ
れ

あ
い
な
が
ら
創
造
す
る
喜
び
を
味

わ
っ
て
も
ら
お
う
と
、６
月
28
日
、「
親
子

陶
芸
教
室
」
が
三
丘
み
つ
お

の
東
善
寺

や
す
ら
ぎ
の
里
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
参
加
し
た
10
家
族
31
人

は
、陶
芸
ク
ラ
ブ
会
員
の
皆
さ
ん

に
指
導
を
受
け
な
が
ら
、ろ
く
ろ

や
型
を
使
っ
て
、こ
ね
た
土
を
花

び
ん
や
皿
、お
父
さ
ん
の
ビ
ー
ル

ジ
ョ
ッ
キ
な
ど
の
形
に
し
て
い
き

ま
し
た
。

もの作りを通じて
ふれあいを満喫

も
の
作
り
を
通
じ
て
、子
ど
も
た
ち

に
豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
ん
で
も
ら

お
う
と
、６
月
28
日
、市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

（
徳
山
駅
ビ
ル
内
）で
、チ
ャ
レ
ン

ジ
マ
ー
ケ
ッ
ト
２
０
０
３
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
延
べ
６
０
０
人
あ

ま
り
の
皆
さ
ん
が
、各
分
野
の
専

門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が

ら
、親
子
や
友
達
と
一
緒
に
、ビ

ー
ズ
を
使
っ
た
飾
り
や
合
成
の
り

の
ス
ラ
イ
ム
作
り
な
ど
に
、挑
戦

し
ま
し
た
。

熊毛 徳山 
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大人は慣れた手つきで草を刈り、子どもたちは河原のごみを
拾い集めました

妻や保健師からアドバイスを受けながら、人形の赤ちゃんを
優しく大切に、もく浴の練習を行いました

みんなで守ろう！
ふるさとの清流

美
し
い
ふ
る
さ
と
の
川
を
守
り
育
て

て
い
こ
う
と
、７
月
13
日
、錦
川

流
域
の
21
か
所
で
河
川
一
斉
清
掃
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
小
雨
の
降
る

中
、錦
川
の
源
流
の
ひ
と
つ
で
あ

る
渋
川
の
、温
見

ぬ
く
み

河
川
公
園
周

辺
で
は
、子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
約
１
６
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。ふ
る
さ
と
の
清
流
を
守
っ

て
い
こ
う
と
、全
員
で
力
を
合
わ

せ
、草
刈
り
や
ご
み
拾
い
を
行
い

ま
し
た
。

子育ては、仲良く
夫婦で協力してね

間
も
な
く
、お
母
さ
ん
、お
父
さ
ん
に

な
る
人
を
対
象
に
、新
南
陽
保
健

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
「
ま
ま
ぱ
ぱ
学

級
」。
７
月
12
日
の
学
級
に
は
、

18
人
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
て
、人

形
を
使
い
、赤
ち
ゃ
ん
の
も
く
浴

や
衣
服
の
着
脱
な
ど
を
、交
代

で
練
習
し
ま
し
た
。
ま
た
男
性

は
、重
さ
10
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
妊
婦

疑
似
体
験
エ
プ
ロ
ン
を
付
け
、身

重
の
妻
の
大
変
さ
を
、あ
ら
た
め

て
実
感
し
ま
し
た
。

鹿野 新南陽 
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新
南
陽
地
域
の
竹
島
に
、古
墳
時
代
の

４
世
紀
前
半
に
造
ら
れ
た
、県
内
最
古
の

前
方
後
円
墳
が
あ
り
ま
す
。

現
在
、臨
海
工
業
地
帯
の
埋
め
立
て
に

よ
り
陸
続
き
の
島
と
な
っ
て
い
る
竹
島
は
、

古
代
か
ら
、
大
陸
か
ら
九
州
を
経
由
し

畿
内
き
な
い
（
現
在
の
近
畿
地
方
）に
通
じ
る
、海

上
交
通
の
要
衝
に
位
置
し
て
い
ま
し
た
。

明
治
21
年
、竹
島
で
偶
然
、銅
鏡

ど
う
き
ょ
う

４
面
、

刀
剣
、銅
鏃

ど
う
ぞ
く（
や
じ
り
）、鉄
斧
て
つ
ふ

な
ど
35
点

の
副
葬
品
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、こ
の
古
墳
は
「
竹
島
御
家

た
け
し
ま
ご
か

老
屋
敷
古
墳

ろ
う
や
し
き
こ
ふ
ん

」
と
名
付
け
ら
れ
、昭
和
32

年
、広
島
大
学
の
調
査
に
よ
り
、全
長
54

メ
ー
ト
ル
の
前
方
後
円
墳
で
あ
る
こ
と
、銅

境
な
ど
が
発
見
さ
れ
た
場
所
は
竪
穴
式

た
て
あ
な
し
き

石
室
で
あ
る
こ
と
、な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ

ま
し
た
。

古
墳
の
石
室
は
、残
念
な
が
ら
大
破
し

て
い
ま
す
が
、長
い
間
、海
上
の
島
で
あ
っ
た

こ
と
、陸
続
き
に
な
っ
た
現
在
で
も
企
業
の

私
有
地
の
中
に
あ
る
た
め
自
由
な
往
来
が

規
制
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、墳
丘
に

は
全
面
に
葺ふ

き
石
が
見
ら
れ
る
な
ど
、開

発
な
ど
の
手
が
入
ら
な
い
状
態
で
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

竹
島
御
家
老
屋
敷
古
墳
の
出
土
品
35

点
は
、昭
和
63
年
、国
の
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
「
正
始
元
年

し
ょ
う
し
が
ん
ね
ん

銘
三
角
縁
階
段
式
神
獣
鏡

め
い
さ
ん
か
く
ぶ
ち
か
い
だ
ん
し
き
し
ん
じ
ゅ
う
き
ょ
う
」
は
、「
魏ぎ

志
倭
人
伝

し
わ
じ
ん
で
ん

」
で
、魏
王
が
邪
馬
台
国

や
ま
た
い
こ
く

の
女

王
卑
弥
呼

ひ

み

こ

に
贈
っ
た
と
さ
れ
る
鏡
の
１
枚

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
て
、国
内
で

は
、同
じ
鋳
型
か
ら
作
ら
れ
た
鏡
が
、ほ
か

に
２
枚
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
魏
で
作
ら
た「
天
王
日
月
四
神
四

て
ん
の
う
に
ち
げ
つ
し
し
ん
し

獣
鏡

じ
ゅ
う
き
ょ
う」
と
呉ご

で
作
ら
れ
た
「
劉
氏
作
神

り
ゅ
う
し
さ
く
し
ん

人
車
馬
画
像
鏡

じ
ん
し
ゃ
ば
が
ぞ
う
き
ょ
う

」
の
２
枚
の
銅
鏡
は
、同

じ
古
墳
か
ら
魏
と
呉
の
鏡
が
出
土
し
た
例

は
な
い
こ
と
か
ら
、当
時
の
倭
国
が
魏
だ
け

で
な
く
、呉
と
も
交
渉
を
も
っ
て
い
た
こ
と

を
示
す
貴
重
な
資
料
と
し
て
、高
く
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
。

出
土
品
の
35
点
は
、個
人
の
所
蔵
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、出
土
品
は
す
べ
て
精
巧
な

レ
プ
リ
カ
が
作
ら
れ
て
お
り
、新
南
陽
民

俗
資
料
展
示
室
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

問
合
せ

教
育
委
員
会
事
務
局
新
南
陽

出
張
所
生
涯
学
習
課
1
61
―
３
１
１
６

卑
弥
呼
に
贈
っ
た
魏
王
の
鏡

 

ＪＲ福川駅 

●竹島御家老屋敷古墳 

ＪＲ新南陽駅 

国道2号 

県道下松新南陽線 

永源山公園● 

県道徳山新南陽線 

 

●新南陽民俗資料展示室 

【
魏
志
倭
人
伝
】

中
国
の
魏
の
史
書
で
、日
本
と

の
関
係
を
述
べ
た
最
も
古
い

記
録
で
す
。
邪
馬
台
国
に
つ
い
て
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

景
初
け
い
し
ょ

３
年（
西
暦
２
３
９
年
）に
、

女
王
卑
弥
呼
が
魏
に
使
節
を
派
遣

し
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、卑
弥
呼
を

「
親
魏
倭
王

し
ん
ぎ
わ
お
う

」
に
任
じ
て
金
印
や
銅

鏡
１
０
０
枚
な
ど
を
贈
る
こ
と
と

し
、翌
年
の
正
始
し
ょ
う
し

元
年
に
、返
礼
の

使
者
を
送
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

ま
す
。

●新南陽民俗資料展示室 

ＪＲ福川駅 

●福川小学校 

●辰尾神社 

県道下松新南陽線 

国道2号 

卑
弥
呼
の
鏡
が
出
土
し
た

前
方
後
円
墳

新南陽民俗資料展示室
所在地 福川中市町1―7
開館日 月・水・金曜日
開館時間 8時30分～16時

30分
入場料 無料

正始元年銘三角縁階段式神獣鏡
（直径22.6b）重要文化財

※

※
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「
鹿
野
の
良
さ
を
、多
く
の
人
に
感
じ

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
」
と
笑
顔
で
語
る

の
は
、劇
団
「
わ
」の
代
表
を
務
め
る
亀
谷

三
千
代
さ
ん
。

劇
団
「
わ
」
は
、鹿
野
小
学
校
で
教
師

を
務
め
る
亀
谷
さ
ん
が
、２
年
前
「
鹿
野
の

今
を
創つ
く

る
会
21
」
で
、ま
ち
の
良
さ
を
演

劇
を
通
じ
て
、多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い

た
い
、と
い
う
思
い
を
明
か
し
た
の
が
き
っ

か
け
で
誕
生
し
ま
し
た
。

現
在
、８
月
24
日
、鹿
野
公
民
館
で
開

催
さ
れ
る
第
２
回
公
演
「
ほ
た
る
」
の
上

演
に
向
け
、準
備
の
真
っ
最
中
で
す
。

公
募
で
集
ま
っ
た
劇
団
員
は
、小
学
生

か
ら
大
人
ま
で
約
20
人
。
演
劇
に
関
し
て

は
、ほ
と
ん
ど
の
皆
さ
ん
が
未
経
験
で
す
が
、

「
全
員
が
、演
劇
を
通
じ
て
鹿
野
の
良
さ

を
表
現
し
た
い
、と
い
う
強
い
思
い
を
も
っ

て
い
ま
す
か
ら
、目
的
に
向
か
っ
て
が
ん
ば

れ
る
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
亀
谷
さ
ん

は
、世
代
を
越
え
て
１
つ
の
こ
と
に
取
り
組

む
素
晴
ら
し
さ
を
、強
調
し
ま
す
。

ま
た
亀
谷
さ
ん
は
、「
ほ
た
る
」の
け
い
こ

中
に
、小
学
生
が
与
え
ら
れ
た
役
割
を
、

た
だ
演
じ
る
だ
け
で
な
く
、自
ら
せ
り
ふ

を
考
え
た
り
、積
極
的
に
取
り
組
む
様
子

に
「
主
体
性
の
大
切
さ
を
実
感
し
て
い
ま

す
」
と
楽
し
そ
う
に
語
り
ま
す
。

「
こ
の
活
動
を
続
け
て
い
く
こ
と
で
、毎

年
、多
く
の
人
と
の『
つ
な
が
り
』や『
わ
』

が
育
っ
て
い
く
こ
と
が
楽
し
み
で
す
」
と
瞳

を
輝
か
せ
ま
す
。

子どもたちの主体性を大切にしながら、舞台けいこ
を見守る亀谷さん

曇
っ
て
も
楽
し
い
観
望
会

【
周
南
天
文
同
好
会
】

こ
の
夏
の
火
星
の
大
接
近
を
楽
し
み

に
し
て
い
る
周
南
天
文
同
好
会（
代
表

福
永
泰
俊

ふ
く
な
が
や
す
と
し

さ
ん
）の
皆
さ
ん
。
同
会
は
、

大
田
原
自
然
の
家
な
ど
か
ら
、天
体
教

室
の
指
導
も
依
頼
さ
れ
て
い
ま
す
。

観
望
会
で
は
、快
晴
は
不
可
欠
な
条

件
で
す
が「
こ
の
会
で
は
、曇
る
と
す
ぐ

に
宴
会
モ
ー
ド
に
突
入
で
す
。
晴
れ
て

も
曇
っ
て
も
楽
し
め
る
の
が
、長
続
き
の

秘
け
つ
で
す
」
と
笑
う
鳴
瀬
博

な
る
せ
ひ
ろ

幸ゆ
き

さ
ん

（
住
崎
町
）や「
き
ま
り
は
、ご
み
の
持
ち

帰
り
だ
け
と
い
う
自
由
さ
が
魅
力
で
す
」

と
話
す
秋
村
晴
夫

あ
き
む
ら
は
る
お

さ
ん（
徳
山
）な
ど

現
在
、仲
間
は
約
20
人
。

「
望
遠
鏡
を
の
ぞ
い
て
い
る
と
、時
の

た
つ
の
を
忘
れ
ま
す
」と
い
う
皆
さ
ん
は
、

小
、中
学
生
の
こ
ろ
か
ら
の
天
文
フ
ァ
ン

ば
か
り
。「
皆
さ
ん
知
識
が
豊
富
で
す
か

ら
、星
談
義
が
楽
し
い
で
す
よ
。
女
性
の

参
加
を
待
っ
て
ま
す
」
と
４
年
前
に
仲

間
入
り
し
た
弘
永
悦
子

ひ
ろ
な
が
え
つ
こ

さ
ん（
久
米
く

め

）

は
話
し
ま
す
。
新
月
に
近
い
土
曜
日
の

夜
、暗
闇
を
求
め
て
、人
里
離
れ
た
山

頂
な
ど
で
開
催
さ
れ
る
観
望
会
を
、の

ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

演
劇
を
通
じ
て

鹿
野
の
良
さ
を

情
報
発
信

主な活動場所／長野山や皇座山
おうざさん

（柳井市）

劇団「わ」代表

亀
かめ

谷
がい

三
み

千
ち

代
よ

さん
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８
月
の
臨
時
休
業
・
休
所

ご
み
収
集
な
ど
の
休
業

▼
家
庭
ご
み
の
定
期
収
集
／
徳
山
・
熊

毛
・
鹿
野
区
域
は
お
盆
も
休
ま
ず
平
常
ど

お
り
行
い
ま
す
。
ま
た
、新
南
陽
区
域
に
つ

い
て
は
「
資
源
カ
レ
ン
ダ
ー
」
ど
お
り
行
い

ま
す
。▼
ご
み
処
理
施
設
／
平
常
ど
お
り

営
業
し
ま
す
。
※
新
南
陽
不
燃
物
処
分

場
、鹿
野
不
燃
物
処
分
場
は
８
月
14
日

（
木
）・
15
日（
金
）を
休
業
▼
問
合
せ
／
廃

棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
課
1
22
｜
８
３
０
３

野
犬
捕
獲
器
貸
し
出
し
の
休
み

▼
期
間
／
８
月
７
日（
木
）〜
17
日（
日
）

▼
問
合
せ
／
環
境
政
策
課
1
22
｜
８
３

２
２

子
育
て
交
流
セ
ン
タ
ー

の
休
所

▼
期
間
／
８
月
13
日（
水
）〜
15
日（
金
）

▼
問
合
せ
／
子
育
て
交
流
セ
ン
タ
ー
1
32

｜
８
１
８
１

戦
没
者
、原
爆
死
没
者
に
黙
と
う
を

▼
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
の
日
時
／
▽
８
月
６
日

（
水
）８
時
15
分
か
ら
１
分
間（
広
島
原
爆

投
下
時
刻
）▽
８
月
９
日（
土
）11
時
２
分

か
ら
１
分
間（
長
崎
原
爆
投
下
時
刻
）▽

８
月
15
日（
金
）正
午
か
ら
１
分
間（
全
国

戦
没
者
追
悼
式
挙
行
の
日
）▼
問
合
せ
／

社
会
課
1
22
｜
８
４
６
５

花
火
大
会
に
伴
う
立
ち
入
り
禁
止

「
サ
ン
フ
ェ
ス
タ
し
ん
な
ん
よ
う
」で
実
施

す
る
花
火
大
会
の
安
全
確
保
の
た
め
、永

源
山
公
園
へ
の
立
ち
入
り
を
禁
止
し
ま

す
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時
／
８
月
２
日（
土
）18
時
〜
23
時

※
雨
天
の
場
合
は
、３
日（
日
）に
順
延
▼

場
所
／
永
源
山
公
園
全
域

※
永
源

山
公
園
プ
ー
ル
は
17
時
30
分
に
閉
場
、第

１
駐
車
場
は
18
時
に
閉
鎖
▼
問
合
せ
／

永
源
山
公
園
管
理
事
務
所
1
63
｜
７
８

９
９

新
規
指
定
給
水
装
置
工
事
店

▼
業
者
名
／
輝
竜
総
業

（
下
上
１
０
０

２
｜
５
）1
62
｜
９
４
７
０
▼
問
合
せ
／

水
道
局
工
務
課
1
22
｜
８
６
１
０

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱

▼
７
月
１
日
付
け
で
新
南
陽
地
域
の
人
権

擁
護
委
員
に
次
の
人
が
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。
渡
邉

わ
た
な
べ

尚
明

し
ょ
う
め
い

さ
ん（
富
田
２
７
７
５
｜

８
1
63
｜
４
７
２
２
）、宮
本
正
純

み
や
も
と
ま
さ
ず
み

さ
ん

（
米
光
１
７
２
1
67
｜
２
０
６
４
）、澄
村

す
み
む
ら

博ひ
ろ

美み

さ
ん（
福
川
中
市
町
９
｜
33
1
62

｜
４
３
８
１
）▼
問
合
せ
／
人
権
推
進
課

1
22
｜
８
４
５
６

森
林
整
備
活
動
支
援
交
付
金
制
度

▼
交
付
対
象
／
森
林
の
現
況
調
査
、施
業

区
域
の
明
確
化
、歩
道
の
整
備
な
ど
の
地

域
活
動
▼
交
付
要
件
／
地
域
活
動
に
関

す
る
協
定
の
締
結
を
行
い
、適
切
な
森
林

管
理
を
実
施
す
る
こ
と
▼
交
付
期
間
／

平
成
15
年
度
〜
平
成
18
年
度
▼
交
付

額
／
35
年
生
以
下
の
人
工
林
に
対
し
て

１
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
年
間
１
万
円
▼
問

合
せ
／
林
政
課
1
22
｜
８
３
６
０
、ま
た

は
各
総
合
支
所
担
当
窓
口
。
新
南
陽
1

61
｜
３
０
５
３
、熊
毛
1
92
｜
０
０
１
４
、

鹿
野
1
68
｜
２
３
３
１

旧
日
本
軍
毒
ガ
ス
弾
な
ど
の
調
査

旧
日
本
軍
の
毒
ガ
ス
剤
や
化
学
物
質
に

よ
る
と
思
わ
れ
る
事
故
が
神
奈
川
県
や
茨

城
県
で
発
生
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、県
で
は
旧
日
本
軍
の
毒
ガ
ス
弾

な
ど
の
調
査
を
行
い
ま
す
。
終
戦
時
、ま
た

は
戦
後
に
お
け
る
毒
ガ
ス
弾
な
ど
の
保

有
、破
棄
、発
見
や
被
害
な
ど
の
情
報
を

お
持
ち
の
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。▼
連

絡
先
／
８
月
20
日（
水
）ま
で
に
、県
環
境

政
策
課
化
学
物
質
対
策
班
1
０
８
３
―

９
３
３
―
３
０
３
４
5
０
８
３
―
９
３
３

―
３
０
４
９
E
メ
ー
ルa15500@

pref.ya

m
ag
u
ch
i.jp

ま
た
は
市
環
境
政
策
課
1

22
―
８
３
２
４
5
22
―
８
３
２
５

周
南
市
誕
生
記
念

市
内
周
遊
バ
ス
ツ
ア
ー
参
加
者

▼
日
時
／
８
月
27
日（
水
）８
時
30
分
〜

▼
行
程（
予
定
）／
▽
A
コ
ー
ス
新
南
陽

総
合
支
所→

市
役
所
本
庁→

熊
毛
総
合

支
所→

鶴
い
こ
い
の
里
交
流
セ
ン
タ
ー→

須
金
フ
ル
ー
ツ
ラ
ン
ド→

せ
せ
ら
ぎ
パ
ー
ク

→

漢
陽
寺→

周
南
美
術
博
物
館→

永
源

山
公
園→

各
乗
車
場
所
へ
▽
B
コ
ー
ス
鹿

野
総
合
支
所→

市
役
所
本
庁→

新
南
陽

総
合
支
所→

永
源
山
公
園→

周
南
美
術

募
集
 

募 

情 報 ひ ろ ば  

お
知
ら
せ
 

募集 環境審議会の
委員

周南市の環境について審議する環

境審議会の委員を、広く市民の皆さん

から募集します。

［応募資格］ 熊毛・鹿野地域に住ん

でいる20歳以上で、年数回の委員会

に出席可能な人（公職にない人）

［任期］ 平成17年３月31日まで

［募集人数］ 若干名

［応募方法］ ８月25日（月）までに、

「周南地区の環境保全について」のレ

ポートを４００字程度にまとめて、住所、

氏名、生年月日、性別、職業、電話番

号、活動歴を書いて、〒745－8655岐

山通１－１環境政策課122－8324
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博
物
館→

須
金
フ
ル
ー
ツ
ラ
ン
ド→

鶴
い

こ
い
の
里
交
流
セ
ン
タ
ー→

漢
陽
寺→

各

乗
車
場
所
へ
▼
定
員
／
各
コ
ー
ス
親
子
40

組
※
応
募
多
数
は
抽
選
▼
参
加
費
／
大

人
１
０
０
０
円
、子
ど
も
５
０
０
円（
昼
食

代
含
む
）▼
申
込
先
／
1
防
長
ト
ラ
ベ
ル

□
1
31
｜
１
２
４
１
▼
問
合
せ
／
企
画
調

整
課
1
22
｜
８
４
７
８

男
女
共
同
参
画
情
報
誌

「
じ
ょ
い
ん
と
」
編
集
委
員

▼
対
象
／
市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
し

て
い
る
20
歳
以
上
の
人
▼
任
期
／
平
成
15

年
９
月
〜
平
成
17
年
８
月
▼
募
集
人

数
／
４
人
▼
応
募
方
法
／
８
月
１
日（
金
）

〜
15
日（
金
）ま
で
に
郵
送
、フ
ァ
ッ
ク
ス
ま

た
は
E
メ
ー
ル
で
、「
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
に
向
け
た
啓
発
情
報
誌
と
し
て
ど

の
よ
う
な
特
集
を
し
た
い
か
」
を
ま
と
め
、

住
所
、氏
名
、年
齢
、性
別
、電
話
番
号
を

書
い
て
、〒
７
４
５
｜
８
６
５
５
岐
山
通
１

｜
１
企
画
調
整
課
男
女
共
同
参
画
室
1

22
｜
８
２
０
５
5
22
｜
８
４
７
５
E
メ

ー
ルkikaku@

city.shunan.yam
aguch

i.jp市
立
保
育
園
臨
時
保
育
士

▼
資
格
／
保
育
士
資
格
を
持
つ
人
で
、市

立
保
育
園
に
通
勤
が
可
能
な
人
▼
勤

務
／
６
か
月
以
内
、月
20
日
、１
日
８
時

間

※
７
時
〜
19
時
の
間
で
時
差
出
勤
が

あ
り
ま
す
。▼
賃
金
／
日
給
７
３
２
０
円

▼
募
集
人
数
／
若
干
名
▼
必
要
書
類
／

履
歴
書
、保
育
士
資
格
証
明
書
▼
申
込

先
／
児
童
家
庭
課
保
育
所
係
1
22
｜
８

４
５
５

県
障
害
者
芸
術
文
化
祭
の
作
品

▼
内
容
／
絵
画
、写
真
、書
道
、手
芸
、工

芸
、俳
句
・
短
歌
、文
芸
▼
応
募
方
法
／
９

月
30
日（
火
）ま
で
に
、作
品
申
込
書
と
作

品
を
、徳
山
地
域
は
徳
山
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
、新
南
陽
地
域
は
新
南
陽
総
合
支
所

福
祉
課
、熊
毛
地
域
は
熊
毛
総
合
支
所
健

康
福
祉
課
、鹿
野
地
域
は
鹿
野
総
合
支
所

健
康
福
祉
課
▼
問
合
せ
／
県
障
害
者
社

会
参
加
促
進
セ
ン
タ
ー
1
０
８
３
｜
９
２

８
｜
５
４
３
２
5
０
８
３
｜
９
２
８
｜
５

４
３
６

「
湯
野
温
泉
郷
夏
祭
り
・
盆
踊
り
大

会
」
の
仮
装
大
会
参
加
者

▼
日
時
と
場
所
／
８
月
15
日（
金
）15
時

〜
21
時
、湯
野
温
泉
公
園

※
19
時
30

分
に
会
場
へ
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。
豪
華

参
加
賞
あ
り
。
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。▼
問
合
せ
／
湯
野
公
民
館
1

83
｜
２
０
０
２

「
食
と
緑
の
発
見
ツ
ア
ー
・
イ
ン
大
潮
」

の
参
加
者

▼
対
象
／
食
と
緑（
農
山
村
）に
関
心
が

あ
る
人
、20
人（
申
込
順
）▼
日
時
／
８
月

17
日（
日
）８
時
30
分
、県
周
南
総
合
庁

舎

（
毛
利
町
２
｜
38
）に
集
合
▼
内

容
／
錦
川
の
源
流
で
あ
る
鹿
野
大
潮
地

区
を
訪
ね
て
、豆
腐
の
加
工
、調
理
、ソ
バ
の

種
ま
き
体
験
を
し
た
り
、多
賀
神
社
の
延

命
水
・
大
潮
地
区
の
田
畑
な
ど
を
視
察
▼

参
加
費
／
２
０
０
０
円（
交
通
費
、昼
食

代
、体
験
料
）▼
申
込
み
／
８
月
５
日（
火
）

〜
12
日（
火
）ま
で
に
電
話
で
、県
周
南
農

林
事
務
所
企
画
振
興
室

1
27
｜
０
０

６
０

国
民
年
金
基
金
相
談

▼
対
象
／
60
歳
ま
で
の
国
民
年
金
加
入

中
の
人
▼
日
時
と
場
所
／
８
月
７
日（
木
）

10
時
〜
15
時
、市
保
険
年
金
課
国
民
年

金
係
▼
内
容
／
県
国
民
年
金
基
金
職
員

が
相
談
、
質
問
に
答
え
ま
す
。▼
問
合

せ
／
県
国
民
年
金
基
金
7
０
１
２
０
｜

65
｜
４
１
９
２

行
政
相
談

▼
日
時
と
場
所
／
８
月
21
日（
木
）10
時

〜
15
時
、新
南
陽
総
合
支
所
市
民
相
談

室
▼
問
合
せ
／
新
南
陽
総
合
支
所
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
課
1
61
｜
３
０
９
８

新
南
陽
地
域

８
月
の
人
権
擁
護
相
談

▼
対
象
／
新
南
陽
地
域
の
人
▼
日
時
と

場
所
／
▽
８
月
12
日（
火
）10
時
〜
15
時
、

新
南
陽
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
▽
８
月
19
日

（
火
）９
時
〜
12
時
、和
田
公
民
館

▼
問

合
せ
／
人
権
推
進
課
1
22
｜
８
４
５
６

相
談
 

男女共同参画
審議会の委員

男女共同参画を推進する条例や基

本計画などへの提言や、進ちょく状況

などを審議する男女共同参画審議会

の委員を募集します。

［応募資格］ 市内に住んでいる20歳

以上の人

［任期］平成15年９月～平成17年８月

［募集人数］２人以内

［応募方法］ ８月１日（金）～15日

（金）までに郵送、ファックスまたはEメ

ールで、「男女共同参画社会の実現」

に向けた考えを400字程度にまとめて、

住所、氏名、年齢、性別、電話番号を書

いて、〒745－8655岐山通１－１企画

調整課男女共同参画室122－8205

522－8475 Eメールkikaku@city.sh

unan.yamaguchi.jp

熊毛地域の市外局番は「0833」、それ以外の市内は「0834」
は徳山地域 は新南陽地域 は熊毛地域 は鹿野地域

募集
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県
介
護
支
援
専
門
員（
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
）実
務
研
修
受
講
試
験

▼
対
象
／
保
健
、医
療
、福
祉
の
分
野
で

５
年（
一
部
10
年
）以
上
の
実
務
経
験
が

あ
る
人
▼
日
時
と
場
所
／
10
月
26
日

（
日
）、山
口
大
学
▼
申
込
み
／
８
月
14
日

（
木
）〜
９
月
２
日（
火
）に
、市
介
護
保
険

課
に
あ
る
申
込
書
で
、県
高
齢
保
健
福
祉

課
介
護
保
険
室
1
０
８
３
｜
９
３
３
｜

２
７
７
４

周
南
サ
テ
ラ
イ
ト
カ
レ
ッ
ジ
＆

キ
ッ
ズ
学
習
講
座

質
の
高
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め

に▼
日
時
／
８
月
20
日
・
９
月
３
日
・
10
日
・

10
月
８
日
の
水
曜
日
、18
時
〜
19
時
30
分

▼
内
容
／
福
祉
施
設
利
用
者
が
安
心
し

て
援
助
が
受
け
ら
れ
る
た
め
の
条
件
な
ど

▼
実
施
学
校
／
徳
山
大
学
福
祉
情
報
学

部
▼
講
師
／
安
斎
芳
高

あ
ん
ざ
い
よ
し
た
か

さ
ん（
助
教
授
）

▼
受
講
料
／
１
５
０
０
円

基
本
情
報
処
理
技
術
者
試
験
・
合
格
対

策
講
座

▼
日
時
／
９
月
４
日
〜
10
月
23
日
の
毎

週
木
曜
日
、19
時
〜
20
時
30
分
▼
内
容
／

基
本
情
報
処
理
技
術
者
試
験
の
合
格
対

策
▼
実
施
学
校
／
徳
山
工
業
高
等
専
門

学
校
▼
講
師
／
江え

口ぐ
ち

賢
和
よ
し
か
ず

さ
ん（
教
授
）、

義
永
常
宏

よ
し
な
が
つ
ね
ひ
ろ

さ
ん（
助
教
授
）、三み

木き

幸
み
ゆ
き

さ

ん（
助
教
授
）、重
村
し
げ
む
ら

哲て
つ

至じ

さ
ん（
講
師
）▼

受
講
料
／
２
０
０
０
円

キ
ッ
ズ
学
習
講
座
「
子
ど
も
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス

ク
ー
ル
２
０
０
３
〜
君
も
将
来
、会
社
を

起
こ
し
て
社
長
に
な
り
ま
せ
ん
か
」

▼
対
象
／
小
学
生
▼
日
時
／
８
月
29
日

（
金
）10
時
〜
12
時
▼
内
容
／
ベ
ン
チ
ャ
ー

ビ
ジ
ネ
ス
を
分
か
り
や
す
く
説
明
▼
講

師
／
稲い

な

葉ば

和か
ず

也や

さ
ん（
徳
山
大
学
助
教

授
）▼
受
講
料
／
無
料

▼
会
場
／
い
ず
れ
も
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

□
▼
申
込
み
／
電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は

E
メ
ー
ル
で
、希
望
講
座
名
、住
所
、氏
名
、

電
話
番
号
、小
学
生
は
保
護
者
名
を
書
い

て
、企
画
調
整
課
内
「
周
南
サ
テ
ラ
イ
ト

カ
レ
ッ
ジ
事
務
局
」
1
22
｜
８
４
７
８
5

22
｜
８
４
７
５
E
メ
ー
ルkikaku@

city.

shunan.yam
aguchi.jp

青
年
法
政
大
学
公
開
講
座

▼
日
時
と
場
所
／
８
月
24
日（
日
）９
時

30
分
〜
17
時
、須
金
和
紙
セ
ン
タ
ー

▼

内
容
／
和
紙
す
き
体
験
と
和
紙
絵
の
作

成
▼
受
講
料
／
１
０
０
０
円
▼
定
員
／
20

人（
申
込
順
）▼
申
込
み
／
８
月
15
日（
金
）

ま
で
に
、電
話
で
選
挙
管
理
委
員
会
1
22

｜
８
５
２
１

天
文
教
室
と
星
空
観
察

▼
対
象
／
小
学
４
年
生
以
上
▼
日
時
と

場
所
／
８
月
20
日（
水
）18
時
30
分
〜
21

時
、鹿
野
公
民
館
▼
内
容
／
火
星
の
接
近

と
太
陽
系
に
つ
い
て
学
び
、天
体
望
遠
鏡
で

火
星
の
観
察

※
悪
天
候
の
場
合
は
ス
ラ

イ
ド
な
ど
で
実
施
▼
申
込
み
／
不
要
▼
問

合
せ
／
鹿
野
公
民
館
1
68
｜
２
０
９
４

子
育
て
講
習
会

▼
対
象
／
市
内
在
住
の
０
歳
〜
３
歳
児
・

未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者
、フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
会
員
▼
日
時
と
場
所
／

８
月
21
日（
火
）
10
時
15
分
〜
11
時
、子

育
て
交
流
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
／
栄
養
士

に
よ
る
乳
幼
児
の
食
事
に
つ
い
て
の
話
と
相

談
▼
問
合
せ
／
子
育
て
交
流
セ
ン
タ
ー
1

32
｜
８
１
８
１

サ
ン
ウ
イ
ン
グ
熊
毛
の

パ
ソ
コ
ン
講
座

初
級
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル

▼
期
日
／
８
月
12
日（
火
）〜
14
日（
木
）

▼
受
講
料
／
６
０
０
０
円
※
テ
キ
ス
ト
代

が
別
途
必
要
▼
申
込
締
切
／
８
月
７
日

（
木
）

初
級
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

▼
期
日
／
８
月
19
日（
火
）▼
受
講
料
／

２
０
０
０
円
▼
申
込
締
切
／
８
月
13
日

（
水
）

初
級
E
メ
ー
ル

▼
期
日
／
８
月
20
日（
水
）▼
受
講
料
／

情 報 ひ ろ ば  

資
格
・
試
験

講
座
・
講
演
 

８月１日から一部区域で
「指定ごみ袋」が変わります

新南陽、熊毛、鹿野区域で使用する「指定ごみ袋」の
一部が次のように変わります。
［燃やせるごみ袋］
■新南陽・鹿野区域 「新南陽・鹿野区域専用」と表
示された薄いみどり色で半透明の市指定ごみ袋。価格
は10枚入り大126円、小84円
■熊毛区域 「熊毛区域専用」と表示された薄いみど
り色で半透明の市指定ごみ袋。価格は10枚入り大126
円、小84円
［燃やせないごみ袋（廃プラスチック、ビニール類）］
■熊毛・鹿野区域 「熊毛・鹿野区域専用」と表示され
た黄色の半透明の市指定ごみ袋。価格は10枚入り大
158円、小106円
※旧市町名の指定ごみ袋は、今までどおり使用できます。
また使用できる指定ごみ袋はそれぞれの区域で決まっ
ているのでご注意ください。

［問合せ］ 新南陽総合支所環境対策課161－3049、
熊毛総合支所市民生活課192－0036、鹿野総合支
所市民生活課168－2333

環境
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２
０
０
０
円
▼
申
込
締
切
／
８
月
14
日

（
木
）

▼
場
所
・
時
間
・
定
員
／
い
ず
れ
も
サ
ン
ウ

イ
ン
グ
熊
毛
、18
時
30
分
〜
21
時
30
分
、

各
10
人（
申
込
順
）▼
申
込
み
／
サ
ン
ウ
イ

ン
グ
熊
毛
1
92
｜
０
２
０
０

徳
山
高
専
の
公
開
講
座

初
歩
の
映
像
編
集

▼
対
象
と
定
員
／
市
内
在
住
の
人
、10
人

（
申
込
順
）▼
日
時
と
場
所
／
８
月
16
日

（
土
）・
17
日（
日
）９
時
〜
16
時
、徳
山
高

専
▼
内
容
／
D
V
D
に
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ

な
ど
▼
受
講
料
／
７
２
０
０
円

作
っ
て
み
よ
う
ド
ー
ム
の
家

▼
対
象
と
定
員
／
小
学
生（
高
学
年
）、

中
学
生
、30
人（
申
込
順
）▼
日
時
と
場

所
／
８
月
23
日（
土
）
10
時
〜
16
時
、市

民
交
流
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
／
模
型
工
作

▼
受
講
料
／
２
６
０
０
円

A
C
C
E
S
S
に
よ
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
入
門

▼
対
象
と
定
員
／
市
内
在
住
の
人
、15
人

（
申
込
順
）▼
日
時
と
場
所
／
８
月
23
日

（
土
）・
24
日（
日
）10
時
〜
17
時
、徳
山
高

専
▼
内
容
／
例
題
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成

な
ど
▼
受
講
料
／
７
２
０
０
円

▼
申
込
み
／
フ
ァ
ッ
ク
ス
か
E
メ
ー
ル
で
、

希
望
講
座
名
、住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、

学
生
は
学
校
名
・
学
年
・
保
護
者
氏
名
を

書
い
て
、徳
山
工
業
高
等
専
門
学
校
1
29

｜
６
２
０
０
5
28
｜
７
６
０
５
E
メ
ー

ルshom
u@
tokuyam

a.ac.jp

夏
休
み
親
子
防
災
教
室

▼
対
象
と
定
員
／
小
学
生
と
そ
の
家
族
、

各
10
組（
申
込
順
）▼
日
時
と
場
所
／
８

月
12
日（
火
）・
13
日（
水
）の
い
ず
れ
か
１

日
９
時
〜
12
時
、光
地
区
消
防
組
合
防
災

セ
ン
タ
ー【
光
市
】▼
内
容
／
地
震
、濃
煙

迷
路
の
避
難
、消
防
車
乗
車
体
験
な
ど
▼

申
込
先
／
光
地
区
消
防
組
合
防
災
セ
ン

タ
ー
1
０
８
３
３
｜
74
｜
５
６
０
６

新
南
陽
地
域
「
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

オ
ー
プ
ン
ト
リ
ム
大
会
」

▼
対
象
／
新
南
陽
地
域
に
在
住
、ま
た
は

通
勤
・
通
学
す
る
人
。
新
南
陽
ソ
フ
ト
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
連
盟
に
登
録
し
て
い
る
人
▼
日

時
と
場
所
／
８
月
31
日（
日
）８
時
30
分

〜
、新
南
陽
体
育
館
▼
種
目
／
フ
リ
ー
、30

歳
以
上
、40
歳
以
上
、50
歳
以
上
▼
チ
ー

ム
編
成
／
１
チ
ー
ム
６
人
以
内

※
男
女

そ
れ
ぞ
れ
２
人
以
上
３
人
以
内
▼
参
加

料
／
１
人
５
０
０
円

※
連
盟
登
録
者
は

無
料
▼
申
込
み
／
８
月
21
日（
木
）ま
で

に
、新
南
陽
体
育
館
内
7
新
南
陽
市
体

育
協
会
事
務
局
1
62
｜
２
６
７
８

新
南
陽
地
域

「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」

▼
対
象
／
新
南
陽
地
域
に
在
住
、ま
た
は

通
勤
・
通
学
す
る
人
。
新
南
陽
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
協
会
に
登
録
し
て
い
る
人
▼
日
時

と
場
所
／
８
月
31
日（
日
）９
時
〜
12
時
、

富
田
東
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

※
雨
天

中
止
▼
種
目
／
一
般
男
子
・
女
子（
高
校

生
以
上
）、子
ど
も（
中
学
生
以
下
）▼
試

合
方
法
／
個
人
戦（
32
ホ
ー
ル
の
ス
ト
ロ
ー

ク
プ
レ
イ
）▼
参
加
料
／
１
人
６
０
０
円

※
協
会
登
録
者
は
１
０
０
円
▼
申
込
み
／

８
月
15
日（
金
）ま
で
に
、新
南
陽
体
育
館

内
7
新
南
陽
市
体
育
協
会
事
務
局
1
62

｜
２
６
７
８

鹿
野
人
権
教
育
推
進
大
会

▼
日
時
と
場
所
／
８
月
４
日（
月
）10
時

〜
11
時
30
分
、鹿
野
公
民
館
▼
内
容
／
講

演
「
生
活
の
中
の
人
権
問
題
」▼
講
師
／

浴
井

え
き
い

眸
ひ
と
み
さ
ん（
元
太
華
た
い
か

中
学
校
校
長
）▼

問
合
せ
／
鹿
野
公
民
館
1
68
｜
２
０
９

４人
権
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

▼
日
時
と
場
所
／
８
月
23
日（
土
）10
時

30
分
〜
15
時
30
分
、文
化
会
館

▼
内

容
／
「
チ
ー
ム
ア
ウ
ロ
ー
ラ
」
ふ
れ
あ
い
コ
ン

サ
ー
ト
、講
演
「
広
告
と
人
権
」、福
祉
の

市
、物
産
展
、ふ
れ
あ
い
シ
ア
タ
ー
「
折
り

海
」
な
ど
▼
講
演
の
講
師
／
天
野
あ
ま
の

祐
吉
ゆ
う
き
ち

さ

ん（
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
、
童
話
作
家
）▼
問
合

せ
／
人
権
推
進
課
1
22
｜
８
４
５
６

ス
ポ
ー
ツ

催
し
 

平成16年度
（財）周南市医療公社職員

［職種］ 看護師15人程度、作業療法士１人、事務員２
人程度、介護職員・看護補助者15人

［資格］ ◇看護師は看護師資格、作業療法士は作業

療法士資格を持つ、または16年３月までに取得見込の

35歳までの人◇事務員は大学卒業、または来春卒業見

込みの40歳までの人◇介護職員・看護補助者は高等

学校卒業、または来春卒業見込みの45歳までの人

［試験日時］ ◇看護師、作業療法士、事務員は９月21

日（日）◇介護職員・看護補助者は10月19日（日）

［１次試験科目］ 教養、専門、適性検査 ※事務員、介

護職員・看護補助者は専門なし

［受付期間］ 看護師、作業療法士、事務員は８月１日

（金）～25日（月）◇介護職員・看護補助者は９月１日

（月）～24日（水）※土・日曜日、祝日は除く

［必要書類］ 試験申込書（市民病院にあり）、最終学

校卒業証明書か卒業見込証明書、健康診断書

［申込先］ 郵送か持参で、〒746－0017宮の前２－

３－15新南陽市民病院総務課161－2500

熊毛地域の市外局番は「0833」、それ以外の市内は「0834」
は徳山地域 は新南陽地域 は熊毛地域 は鹿野地域

募集
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第
４
回
動
物
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
▼
対
象
／

小
学
生
▼
応
募
期
間
／
８
月
１
日（
金
）

〜
31
日（
日
）▼
題
材
／
園
内
の
動
物
、風

景

※
コ
ン
テ
ス
ト
応
募
の
た
め
に
入
園
す

る
児
童
は
入
園
無
料

シ
ー
サ
イ
ド
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
３
▼
日

時
／
８
月
３
日（
日
）13
時
30
分
〜
▼
内

容
／
各
種
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど

●
一
般
／
８
月
６
日（
水
）〜
10
日（
日
）

●
デ
イ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
杯
争
奪
お
盆
特

選
／
８
月
12
日（
火
）〜
17
日（
日
）●
一

般
／
８
月
23
日（
土
）〜
28
日（
木
）●
第

49
回
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
記
念（
唐
津
）場
外

発
売
／
８
月
26
日（
火
）〜
31
日（
日
）

林
忠
彦
オ
リ
ジ
ナ
ル
プ
リ
ン
ト
展
「
若
き

修
羅
た
ち
の
里
長
州
路
」
▼
会
期
／
10

月
26
日（
日
）ま
で
▼
入
場
料
／
中
学
生

以
下
無
料
、高
・
大
生
１
０
０
円
、一
般
２

０
０
円

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
会
▼
対
象
／
幼

児
、児
童
▼
日
時
／
８
月
２
日（
土
）10
時

〜
11
時
▼
内
容
／
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
の
バ
ン

ド
コ
ン
サ
ー
ト
、化
け
く
ら
べ
、オ
ズ
の
魔
法

つ
か
い
ほ
か

と
し
ょ
か
ん
お
話
し
会
▼
対
象
／
幼
児
、

児
童
▼
日
時
／
８
月
９
日（
土
）10
時
〜

11
時
▼
内
容
／
野
い
ち
ご
文
庫
に
よ
る
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
、紙
芝
居
、布
絵
本

名
作
シ
ネ
マ
劇
場
２
０
０
３
▼
日
時
／

８
月
24
日（
日
）
q
10
時
〜

w
14
時
〜

▼
作
品
／
リ
ロ
＆
ス
テ
ィ
ッ
チ
▼
入
場
料
／

４
歳
〜
中
学
生
５
０
０
円
、高
校
生
以
上

８
０
０
円

８
月
の
納
付

●
市
・
県
民
税
２
期
／
税
務
課
1
22
｜

８
２
７
３
●
国
民
健
康
保
険
料
３
期
／

保
険
年
金
課
1
22
｜
８
３
１
２
●
介
護

保
険
料
３
期
／
介
護
保
険
課
1
22
｜
８

４
６
７

※
納
付
相
談
は
随
時
受
付

８
月
の
献
血
日
程

●
８
日（
金
）
10
時
〜
16
時
、市
役
所
本

庁
●
11
日（
月
）13
時
30
分
〜
15
時
30
分
、

市
民
病
院

●
17
日（
日
）10
時
〜
16
時

30
分
、い
ち
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

●

25
日（
月
）９
時
30
分
〜
10
時
30
分
、徳

山
海
上
保
安
部
●
25
日（
月
）11
時
〜
12

時
、山
田
石
油
1
本
社

●
27
日（
水
）

９
時
〜
11
時
、水
道
局

●
27
日（
水
）

12
時
30
分
〜
14
時
30
分
、山
口
合
同
ガ
ス

1
徳
山
支
店
●
27
日（
水
）15
時
〜
16
時

30
分
、日
本
道
路
公
団
徳
山
管
理
事
務

所
●
28
日（
木
）９
時
〜
12
時
、周
南
警

察
署

●
28
日（
木
）13
時
30
分
〜
16
時
、

徳
山
医
師
会
病
院

問
合
せ
／
社
会
課
1
22
｜
８
４
６
５

８
月
の
ワ
ン
ワ
ン
銀
行

▼
８
月
の
ワ
ン
ワ
ン
銀
行
は
休
み
ま
す
。

問
合
せ
／
環
境
政
策
課
1
22
｜
８
３
２
２

■県民共済講演・相談会
［日時・場所］８月６日（水）13時30分～15
時、県民共済ビル （桜馬場通1－16）
［内容］住まいと心のバリアフリー
［講師］上野和禎

かずよし

さん（社会福祉士）
［問合せ］山口県民共済生活協同組合 介護
情報フロア133－1200

■原爆写真展
［日時・場所］８月７日（木）～10日（日）、フ
ジ新南陽店
［内容］ヒロシマ原爆の被爆写真とパネルの
展示
［問合せ］新南陽被爆者の会・伊藤さん
162－4648

■徳山少年少女合唱団
ミュージカル「長靴をはいた牡猫

ねこ

」
［日時］８月19日（火）18時30分（18時開場）、
文化会館　
［料金］６００円（前売り５００円）
［問合せ］生涯学習課122－8621

■ふるさと踊りの口説きを覚える会
［日時・場所］８月21日（木）から毎週木曜日
10時～11時30分、福川地区コミュニティセ
ンター
［内容］福川に伝わる盆踊りの歌い方
［問合せ］福川地区コミュニティセンター
162－4338

■手作り絵本をつくりませんか
［日時・場所］８月24日（日）９時30分～12時、
新南陽図書館
［内容］講演と絵本づくり
［講師］堀江晋

すすむ

さん（児童文学者協会会員）
［定員］20人（申込順）
［申込み］8月16日（土）までに、手作り絵
本＆読み聞かせの会・藤井さん163－1032

■障害者の自立の学習会
［日時・場所］８月24日（日）13時～17時、徳
山社会福祉センター
［内容］障害者の自立などを考えます。
［参加費］300円（テキスト代）
［問合せ］周南自立生活センター128－2808

■文化を楽しむ会参加グループ募集
［日時・場所］11月３日（祝）10時～、市民交
流センター
［内容］周南地域で文化活動をしているグル
ープの発表の場。コーラス、舞踊、詩吟、茶
道、居合道、能楽、いけばな、版画など
［参加費］１団体5,000円（会場費など）
［申込み］８月25日（月）までに、文化を楽し
む会事務局・長谷川さん128－4646 5
28－3885

ん 
い 

ふ 
ぉ 
め 
い 
し 
ょ 
ん 

徳
山
競
艇
場（
レ
ー
ス
案
内
）

1
32
｜
０
０
０
０

サ
ン
ウ
イ
ン
グ
熊
毛1

92
｜
０
２
０
０

中
央
図
書
館
　

1
22
｜
８
６
８
３

美
術
博
物
館
　

1
22
｜
８
８
８
０

徳
山
動
物
園

1
22
｜
８
６
４
０

熊毛地域の市外局番は「0833」、それ以外の市内は「0834」
は徳山地域 は新南陽地域 は熊毛地域 は鹿野地域
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ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
が
で
き
ま
し
た

▼
楽
し
み
な
が
ら
歩
け
る
情
報
を
掲
載

し
た
地
図
、「
と
く
や
ま
っ
ぷ
」
を
作
成
し

ま
し
た
。
今
回
の
コ
ー
ス
は
、湯
野
地
区
、

戸
田
・
夜
市
地
区
、永
源
山
周
辺
、須
々
万

地
区
、久
米
〜
緑
地
公
園
周
辺
な
ど
。
希

望
者
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。▼
問
合

せ
／
健
康
増
進
課
1
22
―
８
５
５
３

お
も
い
っ
き
り
健
康
講
座
「
目
の
健
康
」

▼
対
象
／
ど
な
た
で
も
▼
日
時
と
場
所
／

８
月
22
日（
金
）13
時
15
分
〜
14
時
15
分
、

新
南
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
▼
内
容
／
身
近
な

目
の
病
気
に
つ
い
て
、医
師
が
わ
か
り
や
す

く
話
し
ま
す
。▼
講
師
／
舩ふ

な

津つ

浩ひ
ろ

彦ひ
こ

さ
ん

（
眼
科
医
師
）▼
参
加
費
／
無
料
▼
問
合

せ
／
新
南
陽
総
合
支
所
健
康
増
進
課
1

61
―
３
０
９
１

健
康
づ
く
り
相
談
会（
電
話
予
約
制
）

▼
血
糖
値
が
気
に
な
る
人
の
た
め
の
相
談

会
▼
日
時
と
場
所
／
25
日（
月
）９
時
30

分
〜
11
時（
受
付
）、徳
山
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
／
保
健
師
、栄
養
士
に
よ
る
ア
ド

バ
イ
ス
▼
持
参
物
／
健
康
診
査
受
診
結

果
、健
康
手
帳
▼
申
込
み
／
電
話
で
健
康

増
進
課
1
22
―
８
５
５
３

マ
タ
ニ
テ
ィ
講
座
受
講
者
募
集

▼
仲
間
と
い
っ
し
ょ
に
、妊
娠
中
を
楽
し
く

快
適
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。都
合
の
よ
い
日

の
み
の
受
講
も
可
能
。３
回
目
は
、父
親
に

な
る
人
や
、家
族
の
参
加
も
歓
迎
▼
日
時

と
内
容
／
▽
９
月
２
日（
火
）13
時
〜
15
時

30
分
、妊
娠
中
の
過
ご
し
方
な
ど
▽
９
日

（
火
）13
時
〜
15
時
30
分
、呼
吸
法
・
妊
婦

体
操
な
ど
▽
13
日（
土
）９
時
〜
11
時
30

分
、も
く
浴
実
習
な
ど
▽
16
日（
火
）９
時

30
分
〜
14
時
、マ
タ
ニ
テ
ィ・
ク
ッ
キ
ン
グ（
調

理
実
習
）な
ど
▼
場
所
／
徳
山
保
健
セ
ン

タ
ー
▼
受
講
料
／
２
日（
火
）１
０
０
円
、

16
日（
火
）５
０
０
円
程
度
▼
申
込
み
／
電

話
で
健
康
増
進
課
1
22
―
８
５
５
３

歯は

無な

し
に
な
ら
な
い
た
め
の
お
話

〜
歯
周
病
の
予
防
の
た
め
に
〜

▼
対
象
／
健
康
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
市

民
▼
日
時
と
場
所
／
９
月
４
日（
木
）13
時

50
分
〜
15
時
、徳
山
保
健
セ
ン
タ
ー
▼
内

容
／
全
身
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
歯
周
病

を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。▼
講
師
／
小お

川が
わ

廣ひ
ろ

明あ
き

さ
ん（
歯
科
医
師
）▼
申
込
方
法
／
電

話
で
健
康
増
進
課
1
22
―
８
５
５
３

家
族
で
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

▼
対
象
と
定
員
／
５
歳
以
上
で
小
学
校

４
年
生
ま
で
の
児
と
そ
の
家
族
、20
組（
申

込
順
）▼
日
時
と
場
所
／
８
月
19
日（
火
）

13
時
30
分
〜
16
時
、鹿
野
総
合
体
育
館
▼

内
容
／
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
運
動
教
室

▼
受
講
料
／
１
組
５
０
０
円（
託
児
希
望

者
は
１
０
０
円
追
加
）▼
申
込
方
法
／
は

が
き
、電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、「
家
族
で
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
」
と
、郵
便
番
号
、住
所
、氏
名
、

電
話
番
号
、年
齢
、託
児
の
希
望
を
書
い

て
、〒
７
５
３
―
０
８
１
１
山
口
市
吉
敷
３

３
２
５
―
１
県
健
康
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
研

修
課
1
０
８
３
―
９
３
４
―
２
２
０
０
5

０
８
３
―
９
３
４
―
２
２
０
９

 3日 （日） 熊北診療所（高代） 91ー0100 

 10日 （日） ふじわら医院（大河内） 91ー7100 

 17日 （日） 松永医院（夢ケ丘入り口） 91ー3006 

 24日 （日） 三丘温泉診療所（十楽） 92ー1500 

 31日 （日） 松村医院（本町） 91ー0303

■診療科目 歯科 
■診療時間 10時～12時、13時～15時 
■所在地 今宿町3―55　 　32―1717 
※受け付けはいずれも、終了時間の30分前までに 
 

■診療科目 内科、小児科、外科 
■診療時間 休日 ９時～17時・19時～22時 
 平日夜間 19時～22時 
■所在地 慶万町10―9　 　32―2299 
※受け付けはいずれも、終了時間の30分前までに 
 

当番医 電話番号 

●休日当番医テレホンサービス　　92ー0029 
 
 

周南市休日夜間急病診療所 
 

周南市休日歯科診療所 

熊毛地域在宅休日当番医 

※診療時間は9時～17時　 
※いずれも事前に、電話で確認してください。 
※保険証及び福祉医療証などを必ず持参してください。 

ク
ー
ラ
ー
の
効
き
過
ぎ
に
注
意

ク
ー
ラ
ー
に
よ
る
強
い
冷
気
で
冷

え
過
ぎ
た
り
、弱
く
て
も
長
時
間
か

か
り
過
ぎ
る
と
、頭
痛
、腰
痛
、肩
こ

り
、腹
痛
な
ど
の
症
状
が
で
て
き
ま

す
。こ

れ
ら
を
防
ぐ
た
め
に
は
、外
気

と
の
温
度
差
を
５
〜
６
度
以
内
に

保
ち
、冷
気
の
噴
き
出
し
口
よ
り
３

メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
、噴
き
出
す
風

に
直
接
当
た
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
が
理
想
的
で
す
。

ど
う
し
て
も
不
可
能
な
場
合
は
、

特
に
下
半
身
が
冷
え
な
い
よ
う
に
衣

服
で
調
節
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

暑
く
な
る
と
薄
着
に
な
っ
て
き
ま

す
の
で
、冷
房
さ
れ
た
場
所
に
行
く

た
め
の
準
備
を
、忘
れ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

熊毛地域の市外局番は「0833」、それ以外の市内は「0834」
は徳山地域 は新南陽地域 は熊毛地域 は鹿野地域
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8月の保健のお知らせなど

新南陽地域鹿野地域

岩
いわ

本
もと

渓
けい

太
た

郎
ろう

くん

椎木町・１歳８か月

好
奇
心
お
う
盛
で
元
気

な
ニ
コ
ニ
コ
マ
ン

桑
くわ

嶋
じま

里
り

空
く

くん

大河内・１歳４か月

優
し
く
て
素
直
な
心
を

も
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鹿野総合支所健康福祉課　10834―68―2332

■健康相談
血圧測定や尿検査、健康に関する相談など

19日（火） 13：00～15：30 鹿野高齢者生活
活動センター

■基本健康診査結果説明会
基本健康診査の結果を健康づくりに役立てていただくた
めの相談会

28日（木） 13：30～16：00 鹿野公民館

■リハビリ教室
心身機能の低下を予防するための機能回復訓練

１日（金） 10：30～12：30 鹿野診療所
８日（金） 10：30～12：30 鹿野診療所
22日（金） 10：30～14：30 やまなみ荘
29日（金） 10：30～12：30 鹿野診療所

■痴ほう性高齢者家族の集い「なでしこの会」
痴ほう性高齢者の介護をしている家族の人同士が、お話
をする場

７日（木） 10：00～12：00 やまなみ荘

■乳幼児相談・おっぱい相談
身体計測と保健師による乳幼児の健康相談。母乳育児
の疑問にお答えする「おっぱい相談」も同時開催

５日（火） 10：00～12：00 鹿野母子健康センター

■すくすくくらぶ
子どもとお母さんの友達づくりの場

７日（木） 子育てサロン 鹿野保育園
19日（火） お友達づくり せせらぎパーク

（内容：川遊び）
26日（火） 子育てサロン 鹿野保育園

※時間はいずれも10：00～11：30

■母子健康センター開放日「ばんびひろば」
おもちゃで遊ぶなど、自由な時間をお過ごしください

22日（金） 10：00～12：00 鹿野母子健康センター

新南陽総合支所健康増進課　10834―61―3091
○は栄養相談を併せて実施

■健康相談
生活習慣病を予防するためのアドバイス、血圧測定など

６日（水） ９：30～10：00 馬神集会所
６日（水） ９：30～10：30 巣山の山田さん宅
18日（月） ９：30～10：00 神楽伝承館
18日（月） ９：30～10：30 大谷集会所
19日（火） ９：30～10：30 矢地峠集会所
20日（水） ９：30～10：00 田戸集会所
21日（木） 10：00～10：30 老人憩いの家
21日（木） ９：30～10：30 西広沢集会所
22日（金） ９：30～10：00 和田集会所
25日（月） ９：30～10：30 木屋ケ迫集会所
25日（月） ９：30～10：00 升谷専照寺
26日（火） 13：30～14：30 川崎会館
27日（水） ９：30～10：00 高瀬集会所

■7の日健康相談
７日（木） 11：00～11：50 フジ新南陽店

■お年寄りの健康相談
７日（木） 13：00～14：00 老人福祉センター
22日（金） 13：00～14：00 老人福祉センター

■育児相談
○ ５日（火） 13：30～14：30 ふれあいセンター
○ ６日（水） 13：30～14：30 新南陽保健センター
８日（金） 10：00～11：00 すくすくセンター
22日（金） 10：00～11：00 にこにこセンター

―９月の予定―
○ ２日（火） 13：30～14：30 ふれあいセンター
○ ３日（水） 13：30～14：30 新南陽保健センター

■基本健診結果説明会 ※健康手帳を持参
７月22日の基本健康診査の結果説明、栄養相談など

22日（金） 14：15～00：00 新南陽保健センター
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徳山地域 熊毛地域

（８か月児から）

本庁健康増進課　10834―22―8553
○は栄養相談、◎は歯科相談を併せて実施

■健康相談
生活習慣病予防のためのアドバイス、血圧測定、尿検査など

４日（月） ９：30～11：30 鼓南支所
５日（火） ９：30～11：30 戸田支所

◎ ５日（火） 13：30～14：30 長穂支所
６日（水） ９：30～11：30 湯野支所
６日（水） 13：30～14：30 向道支所
７日（木） ９：30～11：30 櫛浜支所
７日（木） 13：30～15：00 須々万支所
11日（月） ９：30～11：30 徳山保健センター
11日（月） ９：30～11：30 粭島公民館
12日（火） 13：30～14：30 大向公民館
18日（月） ９：30～11：30 夜市支所
18日（月） 10：30～12：00 須金支所
20日（水） ９：30～11：00 尚白園

○ 21日（木） ９：30～11：30 久米支所
26日（火） ９：30～11：30 菊川支所

―９月の予定―
１日（月） ９：30～11：30 鼓南支所
２日（火） ９：30～11：30 戸田支所
２日（火） 13：30～14：30 長穂支所

○ ３日（水） ９：30～11：30 湯野支所
３日（水） 13：30～14：30 向道支所

■栄養相談 ※健康診査受診結果、健康手帳を持参
11日（月） ９：30～11：30 徳山保健センター

■育児相談
○ ５日（火） 9：30～11：00 周陽公民館
◎ ６日（水） ９：30～11：00 夜市支所
６日（水） 10：00～11：30 須々万農村環境改善センター
11日（月） 10：00～11：00 向道支所

◎12日（火） ９：30～11：00 徳山保健センター

○ 20日（水） ９：30～11：00 鼓南支所
20日（水） ９：30～11：00 尚白園
26日（火） ９：30～11：00 久米支所

―９月の予定―
○ １日（月） ９：30～11：00 秋月公民館

■3歳児健康診査 ※少量の尿を持参
７日（木） 12：40～13：30 徳山保健センター
28日（木） 12：40～13：30 徳山保健センター

■歯科相談
４日（月） ９：30～11：30 徳山保健センター

熊毛総合支所健康福祉課　10833―92―0013
○は栄養相談、◎は歯科相談を併せて実施

■健康相談
保健師による血圧測定、健康相談

19日（火） ９：30～00：00 松舟集会所
―９月の予定―
３日（水） 10：00～00：00 筏場集会所
３日（水） 11：00～00：00 ＪＡ三丘支所

■健康教室
18日（月） 13：30～00：00 鶴いこいの里

須野河内交流館

■リハビリ教室「すみれの会」
物忘れがある人のリハビリ教室

６日（水） 13：30～15：30 高水ふれあいセンター
20日（水） 13：30～15：30 高水ふれあいセンター
27日（水） 13：30～15：30 熊毛公民館

―９月の予定―
３日（水） 13：30～15：30 高水ふれあいセンター

■痴ほう性老人を抱える介護者の集い「でんでん虫の会」
６日（水） 13：30～15：20 高水ふれあいセンター

―９月の予定―
３日（水） 13：30～15：20 高水ふれあいセンター

■子育てＨＯＴ2講座
子育て中の人を対象にした講座
演題 親と子の交通安全

～正しいチャイルドシートの装着について
講師 福

ふく

田
だ

伊
い

久
く

男
お

さん（光警察署交通課）
７日（木） 10：30～11：30 サンウイング熊毛

■育児相談
○◎29日（金） 10：00～11：30 熊毛公民館

■3歳児健康診査 ※母子健康手帳、問診票、少量の尿を持参
○◎21日（木） 13：00～13：40 熊毛公民館

■マタニティサークル
妊婦さんを対象にした母親学級
演題 知っておきたい子どもの心と体の成長
講師　佐伯孝子さん（保護司）

26日（火） ９：30～11：30 熊毛母子健康センター

■健康寺子屋「生活習慣編・できることからはじめよう」
内容 保健師による生活習慣病などの話と座談会

20日（水） ９：30～11：30 高水公民館
22日（金） ９：30～11：30 三丘徳修館
27日（水） ９：30～11：30 勝間ふれあいセンター
28日（木） ９：30～11：30 大河内公民館

申込み 電話で健康福祉課

（受付）



（平成15年6月末現在）

【人口】 158,108人（前月比－82）
【男】 76,061人（前月比－48）
【女】 82,047人（前月比－34）
【世帯】 64,903人（前月比－52）

●出生128人 ●死亡114人
●転入342人 ●転出438人

「お便り」のコーナーや、「みんなの広場」、「うちのピ

カリ」への、皆さんの参加をお待ちしています。

［発行日］毎月1日・15日

［編 集］周南市広報広聴課

〒745-8655 山口県周南市岐山通1-1  

10834ー22ー8232  50834ー22ー8224 

［印 刷］（株）ふじたプリント社

［周南市ホームページ］
http://www.city.shunan.yamaguchi.jp/

［Eメール］
広報広聴課 info@city.shunan.yamaguchi.jp
その他の課 TOPページの「主な公共施設」から

広報「しゅうなん」が、毎号届くようにな

って気付いたのですが、市の広報には、綴

じ穴をあけるための印はありますが、穴が

あいていません。

年齢を重ね、物覚えが悪くなり、ちょっと

前の広報を出して、確認することがよくあ

ります。穴があいていれば、きちんと保存も

でき、便利なのですが、いかがなものでしょ

うか。 （81歳　男性）

広報を大切に保存していただき、ありが

とうございます。同様のご意見を、ほかに

も何件かいただいております。

現在、周南市の発行する広報の部数

は、6万部を超えており、印刷、製本、仕分

け、配送までに、約1週間を要しています。

また綴じ穴をあけますと、さらに、印刷会

社で約10時間の作業時間が必要となりま

す。また経費も、年間、約400万円程度か

かるということです。

ご提言の趣旨は十分理解できますが、

これらの理由から穴はあけていません。

皆さんにはご迷惑をおかけしますが、ご

理解いただきますようお願いします。

お 便 り

泥を跳ね上げながら、仲間と力を合わせ、そりを引く若者た

ち…。周南市の最北に位置する大潮
おおしお

地区で、７月6日、「どろん

こそりレース大会」が行われ、10チーム40人が水の張られた休

耕田で、そりを引く速さを競い合いました。小雨がぱらつくあい

にくの天気でしたが、参加者は、地元の人たちの声援を浴びて、

全力で田んぼの中を駆け抜けていきました。

「あるサラリーマン・コレクションの軌跡」（8月1日～15日）
CCS（4チャンネル）毎日6時・15時・22時／Kビジョン（11チャ
ンネル）毎日9時30分・14時30分・21時30分／岐北テレビで
もご覧になれます。

合併から３か月余り。皆さんお気づき

と思いますが、いよいよ今号から、この広

報をリニューアルいたしました。

合併当初、まず取り組まなければなら

ないのは、あらゆる分野において旧２市２

町間の垣根を取り除き、同じ周南市民と

しての一体感を作り上げること。それには情報の共有がなに

より大切です。

先日、鹿野のホタル祭りで、「広報に載ったので、今年はいつ

になく人が多かった」という話を伺いました。何となくうれしくな

りましたし、あらためて各戸に届く広報の力を感じました。そう

した意味も込めて、今年私は、ケーブルテレビなどの情報通信

網の整備や市政だよりなどと併せ、情報の提供に力を注ぎた

いと思っています。

広報は市と皆さんの架け橋であり、広場でもあります。

私も折りにふれ出没いたしますので、新市の一体感を作り

出すためにも、皆さんに、お便りコーナーへの参加や、みんなの

広場への情報をお寄せいただきたいと思っています。

この広報紙は古紙配合率100％の再生紙を使用しています。
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